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目的 Kolcaba コン ォ 3 ニ 状態 緩和 安心 超越 4 コンテク 身体的 サイコ

リッ 的 社会文 的 環境的 い 満たさ 状態 あ 定義 い 本研究 Kolcaba コン ォ

理論 着目 母親 3 ニ 緩和 安心 超越 4 コンテク 身体的 サイコ リッ 的 社会文

的 環境的 い 満たさ 状態 産後 母親 育児 肯定的 捉え 育児 楽 い 感 状態 わち 産後

母親 コン ォ 定義 産後 母親 コン ォ 尺度 開発 産後 母親 コン ォ 影響

関連要因 明 こ 目的 た  

方法 研究1. 産後 母親 コン ォ 尺度 開発：産後 母親 コン ォ 測定 尺度 作成 産後ケア

実績 あ 先駆的 施設 い ケア 受けた母親250 質問紙調査 実施 た 尺度 信頼性 Cronbach’ s α
θ信頼性 数 評価 た 基準関連妥当性 検討 日本語版PSI 使用 確認的因子分析 構成概念妥当性 検討 行

た 研究2.産後 母親 コン ォ 影響 及ぼ 関連要因 検討：産後ケア 実績 あ 先駆的 施設 い ケア

受けた母親118 対象 研究1. 開発さ た尺度 用い 質問紙調査 行 た 産後 母親 コン ォ 変

明 た ケア前後 け 尺度得点 均値 差 対応 あ t検定 用い 検討 た 母親 コン ォ

影響 及ぼ 関連要因 明 た 基本的属性 母親 受けた産後ケア 尺度得点 変 関連 い t検

定 一元配置分散分析 行い 一元配置分散分析 意 関連 見 た項目 い Tukey 多 比較 用い 分析

た た 尺度得点 変 関連 見 た項目 独立変数 尺度得点 変 従属変数 回帰分析 行 た  

本研究 武蔵 大学看護学部倫理審査委員会 承認 得 実施 た 2607-2 2705-1  

結果 研究1. 信頼性 妥当性 高い 産後 母親 コン ォ 尺度 29項目 開発 た 研究2. 産後ケア 受け

た母親 全体 コン ォ ケア前 比較 意 上昇 いた 母親 コン ォ 影響 及ぼ いた基本的属

性 施設 利用日数 2泊以上5泊未満 あ こ 職者 あ こ 2項目 あ た 母親 コン ォ 影響 及

ぼ いた分析産後ケア 内容 い 母親 捉え方 たケア 内容 分析 た こ こ 赤ち 成

長 関 助言 上 子 夫へ 関わ 方 い 助言 自宅 帰 家事 調整 い 助言 あ た

方 助産師 尊 く たこ 足浴 5項目 あ こ 産後 回復 進 関わ 産後 け

役割 遂行 う 関わ 該当 ケア あ た 一方 母親 捉え方 く産後ケア 経験 無 関連

たケア 産後 け 役割 遂行 う 関わ 該当 自宅 帰 家事 調整 い

助言 上 子 夫へ 関わ 方 い 助言 こ 赤ち 成長 関 助言 3項目 あ た た

産後ケア 受け 前 母親 コン ォ 意 関連 た 施設 利用時期 産後 数 あ 産後0

1 母親 産後3 母親 ケア前 コン ォ 意 た  

考察 産後4 未満 母親 産後 回復 進 関わ 産後 け 役割 遂行 う 関わ

産後ケア 経験 こ コン ォ 増進 上 要 要因 あ こ 明 た 産後ケア 的

ケア提供者 あ 助産師 共 作業 ケア さ 2泊以上5泊未満 施設 利用 こ 母親 コン ォ

増進 関連要因 あ こ 明 た 今回 ケア 経験 無 ケア 対 母親 捉え方

た産後ケア 内容 い 検討 た 今後 母親 捉え方 い ケア提供者 関 性 育児 対 ニ

分析 こ 産後 母親 コン ォ 影響 及ぼ 産後ケア 在 方 い 検討 こ 必要 あ た

産後ケア 受け 前 コン ォ 状態 産後0 1 母親 育児 肯定的 捉え 育児 楽 い 感

コン ォ 状態 たこ 産後0 1 時期 産後ケア 開始さ こ 必要性 明

た  
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第 章 序 

1．研究の背景 

府 2013 6 少子 機突破 緊急対策 い 子育 支援 働 方改

革 結婚 妊娠 出産支援 対策 柱 言 結婚 妊娠 出産支援 中

産 母親 育児 等 児童虐待 問題 連 あ 指摘 産 期 支援 充実

産 強 挙 い 内 府 2013 2013 度 児童虐待相談対応件数 報値

73,765件 あ 過去最多 あ 厚生労働省 報告 い 厚生労働省 2014

児童虐待 背 養育者 育児 育児 担感 あ 指摘 福

永 2006 2009 育児 育児 担感 原因 母親 自 子 出産

間 子 世 い 育児経 い 挙 い 原

2004 地域 性 希薄 家庭 地域 子育 力 指摘 堀川

橋 菅谷 永 2011 内 2012 周 孤立 い 母

親 育児 育児 担感 強 考え 近 出産 療施設 い

入 い 産 期退院 母親 育児 育児 担感 響 い いえ 産

入院期間 短縮 母親 産 疲労 回復 い 退院 保健 療

者 育児支援 間 十 確保 い 退院 大塚 山 中原

2007 坂梨 2011 出産 療施設 退院 母親 育児 育児 担感 増大 考

え 林  2006 産 1～2 期 母親 育児困 感 感 多い

報告 い 実際 産 1 育児 担度 い 産 4 子

育 担 自 能力 出 感 母親 2001

母親 身体的 精神的 調 産 4 傾向 あ 山川 福澤 川

2011 い 報告 あ 少 産 4 育児困 感 育児 担感 能

性 あ 指摘 い う 日 出産 育児 社会環境 母親 育児

育児 担感 原因 い 育児 育児 担感 軽減 目的

産 あ 方 わ 国 日 母子保健 課題 あ いえ  

産 母親 育児 育児 担感 軽減 母親 応 適

要 あ 母親 育児 軽減 育児行動 変容 母

親 自己効力感 要 あ 々木 藤 矢部 村 2010 育児 楽 い

感 い 母親 愛着感情 報告 い 大村 岡 2006 う 母

親 自己効力感 愛着感情 状態 母親 育児 肯定的 捉え 育児 楽 い 感
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状態 あ 育児 育児 担感 軽減 響 いえ 母親 育児 肯定的 捉え

育児 楽 い 感 状態 母親 自 育児 対 信頼 自信 状態 あ

母親 ン 状態 捉え 考え  

Kolcaba 1992 ン 緩和 心 超越 3 対 状態

経 4 ン 身体的 ッ 的 社会文 的 環境的 い 満

自 強 い いう即 的 経 あ 定義 ン 増

結 自 健康 索行動 組 い  

3 緩和 体的 満 状態 あ 心 静あ

い 満足 状態 あ 超越 問題 痛 克服 状態 あ 4 ン 身体

的 身体感覚 機能 免疫機能 わ あ ッ 的

自 心 ン ュ 人生 意味 自己 内的 識 わ

あ 社会文 的 個人 家族 教育 者 社会的 わ

あ 環境的 人 経 外的背 わ あ  

産 母親 育児 肯定的 捉え 母親 育児 楽 い 感 いう状態 母親 育児

育児困 感 緩和 状態 育児 楽 い 感 心 状態 あ 自 育児

自信 持 超越 状態 あ 考え 産 子宮復 母乳 泌 出産 伴

う 身体的 変 あ 母親 自 心 ン 母子 愛着形成 い 母

親 ッ 母親役割獲得 社会文 的 役割変 響 期 あ

母親 状態 外的背 あ 環境 響 産 母親 緩和

心 超越 状態 身体的 ッ 的 社会文 的 環境的 4 ン 捉

え 母親 育児 肯定的 捉え 育児 楽 い 感 産 方 検討

能 考え 母親 育児 肯定的 捉え 育児 楽 い 感 いう母親

ン 状態 増 結 自 意思決定 必要 社会資源 選択 活用

母親 主体的 自 育児 行え う 健康 索行動 組 産

目指 あ  

研究 産 母親 3 状態 緩和 心 超越 4 ン

身体的 ッ 的 社会文 的 環境的 い 満 状態 産 母

親 ン 定義 産 母親 育児 肯定的 捉え 育児 楽 い 感 状態

わ 産 母親 ン 状態 い 明 産 母親 ン 響

連要因 い 析  



3 

 

2. 産後ケアを受け 母親のコン の状態 

1 ) 産 概念 析 2  

産 い 立場 職種 定義 行わ 期

意見 あ Rodgers Rodgers & Knafl , 2000 用い 産 概念

析 行 療 入 必要 い母子 対象 産 文献 出

析対象 文献 和文献69件 英文献7件 計76件 あ 析 結 産

い 明確 定義 い 文献 見当 産 概念 析 出

産 構成概念 2 示 産 構成概念 4 行要件 3 属性 3

帰結 出   示 2 ○ 示

 

産 属性 産 回復 わ 産 役割 遂行 う わ

向 支援 3 出  

産 回復 わ 産 身体的特 対応 母親 休息

ョン 優 わ 産 精神的特 配慮 情緒的 わ 3

含 い 産 身体的特 対応 妊娠 出産 伴う身体的変

応 あ 青山 2010 母親 休息 ョン 優 わ

産 身体的疲労 緩和 目的 含 い 駿河 2012 Yi-Li. & Hsiu-Jung , 2013

産 精神的特 配慮 情緒的 わ 母親 対 支持的 わ あ

母親 自身 娩体 振 返 ュ 要性 述 い 森 2012 梅

2011  

産 役割 遂行 う わ 育児 授乳 支援 児 成長発

情報 供 母子愛着形成 わ 母親 意思決定支援 家

族 調整 5 構成 い 育児 授乳 支援 育児

授乳方法 い 案 助 あ 青山 2010 Valbø, Iversen, Kristoffersen., 2011 児

成長発 情報 供 主 児 成長発 応 観察 情報 供

あ 宮 2009 川 2012 母子愛着形成 わ 主

娩直 母子接触 機会 設 あ 黒岩 2012 宮城嶋 2012 母親

意思決定支援 母親 方 自信 う わ 含 い

McComish & Visger, 2009 家族 調整 新 い家族 迎え 伴う役割変

着目 青山 2010 Valbø et al., 2011 家族 良好 保 う わ
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あ 青山 2010 Valbø et al., 2011  

向 支援 地域 行 支援体 構築 母親 士 交流

わ 2 構成 い 地域 行 支援体 構築

退院 支援体 整備 社会資源 情報 供 あ 藤村 河原 2010

Glavin , Smith, Sørum, Ellefsen, 2010 内 2012 母親 士 交流 わ 産

母親 士 身近 支援者 う わ あ 堀川 2011

2008   

産 行要件 側 因子 供者側 因子 大

側 因子 出産 伴う心身 疲労 変調 授乳 育児 開始 伴う 出産 育

児 環境 3 出 供者側 因子 供者

支援 必要性 識 出  

側 因子 出産 伴う心身 疲労 変調 出産 伴う身体的 症状

出産 伴う身体的 疲労 産 精神 変調 3 含 い  

授乳 育児 開始 伴う 母乳 泌 問題 直接授乳 困 楠

2012 澤 山 2010 母乳育児 問題 出産 伴う疲労 回復 い 育児 開始

育児開始 伴う疲労 産 入院期間 十 育児 術 身 い 内

2012 い 育児 授乳行動 担感 困 感 3 構成

い  

出産 育児 環境 3 出 内容 近 産科

療施設 約 響 弘 2009 含 産科 療施設 社会的 課題 母親 孤

立 藤村 河原 2010 宮 2009 い 母子 社会環境 経産婦 抱

子 対 思い McComish & Visger, 2009 澤 2009 あ 家族 過 方

母親 思い あ  

供者側 因子 あ 供者 支援 必要性 識 3

婚 あ 経済的 自立 い い状態 あ 育児 響 考え

母親 個人因子 支援 必要性 い状態 識 い 松木 2009 坂

中嶋 鈴木 2012 産 問題 顕 予防 対 思い 供

者 産 身体的 精神的特 母親 潜 問題 捉え 顕 予防

い いう あ 母子愛着形成 母乳育児 い い 母

親役割獲得 思い あ 藤村 河原 2010 村 2008  
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産 帰結 母親役割 獲得 容 母親役割遂行 向 身体的調整 精神的

楽 経 3 出  

母親役割 獲得 容 母親 自信 満足感 響 2008 楠

2012 梅 2011 愛着形成 響 黒岩 2012 McComish & Visger, 2009

母親 交流 情報交換 い 社会的 響 堀川 2011 2008

3 出 い  

母親役割遂行 向 身体的調整 産 退行性変 身体的回復 楽

響 青山 2010 Yi-Li & Hsiu-Jung, 2013 母乳 泌 行性変

藤原 東 久富 内 内 2012 西 工藤 崎 2010 2

い  

精神的 楽 経 対 満足感 青山 2010 Valbø et al., 2011

精神的 緊張 緩和 精神的 寧 響 西 2010 川 2012 駿河

2012 2 構成 い  

産 概念 析 結 産 概念 母親 身体的 精神的 回復 母

親 家族 産 役割 遂行 う わ あ

行わ う 支援 行う 定義  

産 概念 析 結 踏 え 産 母親 ン 状態

い 検討  

 

2 ) 産 母親 状態 ン 3  

概念 析 結 産 母親 状態 あ 帰結部 産 疲労回復 身体的

緊張 緩和 ッ 状態 あ 身体的回復 楽 響 母乳 泌

う 乳 状態 変 あ 行性変 い 母親役割遂行 向 身体的調整

母親 自 肯定 自己効力感 母親 自信 満足感 響 対児感情

愛着形成 響 母親 交流 育児 情報交換 あ 社会的

響 い 母親役割 獲得 容 対 満足感 心地 気 転換

緩和 供者 信頼 構築 あ 精神的 寧 響 い 精神的

楽 経 3 状態 出 Kolcaba ン 状態 緩和 心 超

越 3 挙 い Kolcaba 2003 ( 1 ) 緩和 体的 ン

満 状態 あ ( 2 ) 心 静 満足 状態 あ 充実感 穏
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う 長 持 状態 いう ( 3 ) 超越 問題 痛 克

服 状態 あ 手 う 勇気

状態 いう 産 母親 状態 う 母親役割遂行 向 身体的調

整 産 身体的 症状 回復 緩和 状態 あ 母親役割 獲得 容

母親 自信 満足 対児感情 母親 交流 心感 楽 育児

情報 得 緩和 あ 精神的 楽 経

対 満足感 緩和 供者 信頼 構築 精神的 楽 あ 産

母親 状態 ン 3 あ 緩和 心 超越

捉え 産 母親 体的 満 緩和

静あ い 満足 心 問題 痛 克服 状態 超越 母親 育児 肯定的

捉え 育児 楽 い 感 状態 あ 捉え  

 

3 ) 産 母親 状態 ン 生 4 ン  

産 母親 状態 あ 帰結部 ン 生 4 ン

い 確 母親役割 獲得 容 母親 自信 満足感 響 愛着

形成 響 い 母親 自 心 ン ッ

的 ン 社会的 響 産 社会的 役割変

者 社会的 あ 社会文 的 ン 当 考え

母親役割遂行 向 身体的調整 出産 伴う身体的変 調整 あ

ン 生 4 ン 身体的 ッ 的 社会文 的 環境的

う 身体的 ン 当 いえ 精神的 楽 経 保健

療 者 家族 わ あ 産 母親

状態 環境的 要因 響 あ 考え 社会文 的 環境的 ン

当 いえ 産 母親 状態 Kolcaba 定義

ン 4 ン 身体的 ッ 的 社会文 的 環境的

考え 産 母親 ン 4 ン 1 ) 産 子

宮復 母乳 泌 出産 伴う身体的変 身体的 2 ) 母親 自 心 ン

愛着形成過程 母親 内的 識 わ ッ 的 3 ) 母親役割獲得

社会的 役割変 社会文 的 4 ) 響 環境的要因 環境的

捉え  
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3. 本研究の理論的枠組み 

研究 理論的枠組 護理論家 Kolcaba 唱 手 満

自 強 い いう経 視 ン 理論 用い  

Kolcaba ン 状態 いう 療養者 環境 中 心 満足 表現

いう 適機能 必要 特 活動 行う い状態 あ 考

え 護 望 い あ 捉え い Kolcaba ン 緩

和 心 超越 対 状態 4 ン 身体的 ッ 的 社会

文 的 環境的 い 満 自 強 い いう即 的 経

定義 Kolcaba 1991 2003 1 ン 測定 般 ン 質問

票 General Comfort Questionnaire  GCQ 開発 Kolcaba 1992 射線療法

初期 乳 女性 入院 い 終 期 患者 手 ン

検討 射線療法 ン 質問票 Radiation Therapy – 

Comfort Questionnaire : RTCQ ン 質問票 Hospice Comfort Questionnaire : HCQ

い GCQ 十 測定 い 手 あ 団 特 的

4 ン 身体的 ッ 的 社会文 的 環境的 ン

測定 尺度 開発 い Kolcaba & Fox, 1999 Kolcaba, Dowd, Steiner, & Mitzel, 2004

手 あ 母親 ン う 産 母親 育児

肯定的 捉え 育児 楽 い 感 状態 産 考察 Kolcaba

手 満 自 強 い いう経 視

ン 理論 背 理論 用い  

 

4. 研究目的 

 研究 目的 Kolcaba ン 理論 着目 母親 育児 肯定的 捉え 育児 楽

い 感 状態 産 母親 ン 定義 産 母親 ン

測定 産 母親 ン 尺度 開発 産 母親 ン 響

連要因 明 あ 研究1 産 母親 ン

測定 産 母親 ン 尺度 開発 研究2 開発 産

母親 ン 尺度 用い 母親 ン 響 連要因 い 明

 

 研究1. ン 理論 基 産 母親 ン 尺度 仮 作成 信頼性 妥
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当性 検証  

 研究2. 研究1. 開発 産 母親 ン 尺度 用い わ 国 駆的 産

施設 い 産 前 母親 ン 測定 母親 ン

響 連要因 い 明  

 

5. 研究の意義 

日 産 母親 身体的 精神的 社会的 十 育児支援 得 育

児 育児 担感 抱え い 2013 6 府 産 強 挙

現 産 い 明確 定義 実態 多様 あ 産

供者 い 産 母親 ン 把握 う 産 検討

産 質 向 考え  

研究 産 母親 ン 尺度 開発 産 母親 ン

考察 以 意義 考え  

第 産 供者 母親 ン 把握 母親 育児 肯定的 捉

え 育児 楽 い 感 う 産 検討  

第 府 産 強 挙 産 標榜 施設 数 急増

数 2014 5 1日現 101施設 日 産 協会 2014 現 産

い 明確 定義 い い 実施主体 多様 あ 産

考え方 伴う 内容 行う 期 供者 い 多様 実態

あ 母親 自 育児 肯定的 捉え自信 持 育児 楽 い 感 状態 う

産 あ 方 い 検討 産 質 向 寄 いう

社会的 意義 あ 考え  

 

6．用語の操作的定義 

産 母親 身体的 精神的 回復 母親 家族 産 役割 遂行

う わ あ 行わ う 支援 行

う 定義 2015 a 22 目 構成  

産 母親 ン 産 母親 経 1 ) 産 子宮復 母乳 泌 出産

伴う身体的変 2 ) 母親 自 心 ン 愛着形成過程 母

親 内的 識 わ 3 ) 母親役割獲得 社会的 役割変 4 ) 
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響 環境的要因 4 ン い 母親 育

児 肯定的 捉え 育児 楽 い 感 状態 あ 産 母親 ン

尺度 測定  

 

7．研究方法 

研究 Kolcaba 1991 ン 類構造 中心 産 構成概念 当

産 母親 ン 測定 尺度 開発 母親 ン 響

連要因 い 検討 目的 以 踏  

最初 産 母親 ン 状態 測定 自記式質問 産 母親 ン

尺度 仮 作成 産 母親 対象 調査 実施 産 母親

ン 尺度 仮 信頼性 妥当性 い 検証 産 母親 ン 尺度 開

発 行 開発 産 母親 ン 尺度 用い 産 前

母親 ン 状態 測定 母親 産 施設 環境

う 捉え い 調査 産 母親 ン 響 連要因 明

 

研究 ン 産 母親 対象 質問 配 回 断

的 的調査研究  

 

第 章 日本の産後ケア 関 文献検討 

産 い 立場 職種 定義 行わ 期

意見 あ 研究 使用 産 定義 明確 産 行

文献 概観 齋藤 2014 結 日 産 現状 1) 産科 療施設入院

中 2) 産科 療施設退院 3) え 要因 3 類  

産科 療施設入院中 身体的 精神的 疲労 回復 い 産 回復

母乳育児 母子愛着形成 精神的 支援 あ ョ

3 類 産 回復 産 子宮復 母乳

泌 い 出産 伴う退行性変 行性変 授乳 育児 開始 疲

労 緩和 目的 あ 川村 和智 永見 2012 齋藤 久保 川西 2010 々木

遠藤 2009 駿河 2012 槻木 2011 母乳育児 母乳育児 児 対 免疫

学的 栄養学的利 母親 産 回復 母親役割 獲得 母子間 相互作用
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効 あ WHO/UNICEF 言 母乳育児 成 10

条 基 い 実施 含 い 楠 羽 2012 村 喜多 神谷 2008

中 2008 母乳育児 うえ 母親 中

2008 母親 ン ワ 大 あ 楠 2012 母親 母乳育児 自信

持 う 案 い 山 2010 乳 あ 乳 う 積 痛

対 背部温罨法 効 的 あ 示唆 母乳育児 母親 体的 痛

対 行 い ョ 母子間 愛着形成

目的 出生直 期母子接触 Skin-to-Skin Contact : SSC 行わ い

川 2010 黒岩 2012 宮城島 2012 橋 玉腰 2011 SSC 娩

期 母親 新生児 乳 間 抱い 過 あ 母乳育児 立場

WHO/UNICEF 多 組織 学会 奨 い 森 松 黒 落

2012 母親 自身 出産体 入 う ュ 行 い

ュ 自身 出産体 語 いう行 通 体 あ 出産体 意

味 自 自己概念 再構築 あ 川 2006 森 2012 帝

王 開 娩 母親 ュ 母親 自己肯定感 娩 対 成感

効 あ 示唆 い  

産科 療施設退院 母親 出産 施設 護職者 産 1 健診

母子 対象 あ 産 行わ い 期間 主 産 入院中

1 健診 あ 考え 産科 療施設退院 家庭訪問 電 訪問

新生児訪問 い 訪問 秦 長 藤 西村 2009 藤 2009

出産 施設 母子 来院 あ 日 山内 藤川 松 橋 2012

川 渡 山﨑 2012 退院 産 1 健診 母親 応え 目的 行わ

い 内容 母乳育児 母子愛着形成 精神的 支援

あ ョ あ 身体的 精神的 疲労 回復 い

産 回復 い 出産 療施設 退院 行わ い 現

出産 療施設 産 期退院 入 入院期間 短縮 い 身体的 精

神的 疲労 回復 い 産 回復 出産 療施設 入院 い 僅

期 行わ い い 考え  

え 要因 母乳 泌 産 母親 大 課題 あ 母親 産

回復 育児 術 必要 い 挙 い 松永 2008 青山 萩
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原 2010 松崎 2011 育児 いう経 母親 士 交流 互い

育児 方法 い 知 機会 情報的 情緒的支援 示唆 い 松崎

2011 山﨑 鍋 梅 神原 2010 助産院 保健 ン い 地域母子保健

活動経 助産師 退院 母子 様子 体的 想起 わ 地域母子

保健活動 経 入 供 い 藤村 河原 2010 う 産

響 要因 母子 状態 供者 活動経 挙 い  

 

第 章 産後の母親のコン 尺度 の開発 研究1  

 産 母親 ン 状態 測定 産 母親 ン 尺度 仮

作成 行い 信頼性 妥当性 い 検証 産 母親 ン 尺度 開

発 行  

 

1. 研究目的 

 ン 理論 基 産 母親 ン 尺度 仮 作成 信頼性 妥当性

検証  

 

2. 研究方法 

1 ) 研究対象者の選定 

研究 ン 視 産 産 母親 状態 捉え 目的 い

産 標榜 施設 府 少子 機突破 緊急対策 中 産

強 挙 2013 6 以降 急増 数 2014 5 1日現 101施設

日 産 協会 2014 回 研究対象 産 施設 選定 地域 い

産 行 い 施設 選択 あ 産 標榜 101施設 中

産 以外 出産 扱 い 施設 除外 産 4 身体的 精神的

調 育児 担感 感 期 あ 2001 2011 利

用 期間 産 4 満 施設 除外 結 条件 満 施設 A

産 施設 1施設 あ 除外 施設 う B施設 娩 扱う施設 あ

B産前 産 ン 併設 産 中心 行 い B産

前 産 ン 研究対象施設 含 ン 理論 併

施設 選定 理 述  
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A産 施設 2008 3 開設以降 2013 度 延 4081組 母子 対象 産

行 産 実績 あ 駆的 施設 あ いえ

産 行う施設 増 予測 現 行わ い 産 内容 い

明確 い い 実績 あ 駆的 施設 い 調査 産

示唆 得 うえ 意義 あ 考え 施設 母親 身体

的 精神的 回復 母親役割 獲得 育児支援 児 観察方法

行 い 施設内 母親 居 個 授乳 食堂 い 母

親 交流 環境 あ 身体的 ッ 的 社会文 的 環境的 い 産

母親 ン 4 ン い いえ

産 母親 ン 様 行わ い 施設 あ 捉え

A産 施設 調査 行う 回 研究 目的 適 い 考え  

方 B産前 産 ン 2012 1 開設 施設 あ A産 施設 様

母親 身体的 精神的 回復 母親役割 獲得 行

居 あ 個 以外 母親 食 ン 設 い 身体的

ッ 的 社会文 的 環境的 い 産 母親 ン 4

ン い いえ  

研究 A産 施設 以 A施設 B産前 産 ン 以

B施設 産 母親 対象 施設 利用形態 宿

ョ 日帰 あ 行わ い 産 内容 い

い 回 利用形態 わ 施設 母親 対象 調査 行

精神的 調 強 内服 治療 い 母親 い 研究 協力 担 大

い 思わ 研究 対象 含 い B施設 対象 母親

い 研究 A施設 行  

対象者数 決定 あ 質問 目数 基 い 決定 場 石 2005 Kolcaba 2003  

質問 目数 5～10倍 値 研究 使用 産 母親 ン 尺度

仮 48 目 対象者数 240～480 あ 目間相 基 い 決定

場 石 2005 目間相 0.35 設定 相 数 95％信頼 間 幅 ±0.10～0.15

対象者 数 140～300 あ 回 250 対象 調査 行  
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2 ) 測定用具 

調査 方法 無記 自記式質問 調査 質問 内容 い 以 示

あ  

( 1 ) 産 母親 ン 尺度 仮 作成 

産 母親 ン 尺度 仮 質問 目 Kolcaba 研究動向 い Kolcaba

ン 類構造 基 い 般 ン 質問票 GCQ 産

構成概念 検討 出 帰結部 作成 選定 2 3 4  

産 概念 析 帰結 出 母親役割 獲得 容 母

親役割遂行 向 身体的調整 精神的 楽 経 3 あ 母親役割 獲得

容 母親 自信 満足感 響 愛着形成 響 母親 交流

情報交換 い 社会的 響 3 構成 い

母親役割遂行 向 身体的調整 産 退行性変 身体的回復 楽

響 母乳 泌 う 乳 状態 変 い 行性変 2

精神的 楽 経 対 満足感 心地

気 転換 抑う 軽減 精神的支え 対 心感 精

神的 緊張 緩和 精神的 寧 響 2 構成 い  

質問 目 い ン 類構造 Kolcaba 1991 用い

ン 3 あ 緩和 心 超越 生 4 ン 確

母親役割 獲得 容 目 17 目 母親役割遂行 向 身体的調整

目 10 目 精神的 楽 経 目 21 目 計48 目

産 母親 ン 尺度 仮 作成  

産 母親 ン 尺度 仮 48 目 内容妥当性 検討 地域

護学 大学教員2 母子 護学 大学教員1 質問 目 検討 依頼 尺度 目

Kolcaba ン 類構造 内容領域 網羅 い 意見 求 尺度

目 削除 表現 修正 行 表面妥当性 検討 地域 護学 大学教員1

地域母子保健 業 い 助産師3 表現 適 性 複 無 答え

い 意見 求 表現 修正 繰 返 行 質問 回答 均 要 間 約 10

あ  

産 母親 ン 尺度 仮 目 非常 う思う 6 ～

う思わ い 1 6段階 評価 単純 算 計 い ン
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い 示  

                                                     

( 2 ) 日 語 PSI  

産 母親 ン 尺度 仮 基準 連妥当性 検討 外的基準

使用 日 語 PSI Abidin 1983 開発 尺度 あ 育児 伴う親

子 気質 側面 親 心理社会的側面 多面的 明 原 PSI 日 語 翻

訳 日 母親 育児 測定 尺度 修正 尺度 あ 兼松 2006

日 語 PSI 親自身 あ 親 側面 Parents 子

特 あ 子 側面 Children 2 側面 構成 い

親 側面 P1 : 親役割 生 規 P2 : 社会的孤立 P3 : P4 : 

親 能 P 5 : 抑う 罪 感 P6 : 退院 気落 P7 : 子 愛着 感

い P8 : 健康状態 8因子40 目 子 側面 C1 : 親 喜 応 少

い C2 : 子 機嫌 C3 : 子 期待 い い C4 : 子 気 散

い 多動 C5 : 親 う 人 慣 い C6 : 子 問題 感 C7 : 

激 敏感 応 慣 い 7因子38 目 全体 78 目 構成

信頼性 妥当性 検証 い 尺度 あ  

研究 使用 産 母親 ン 尺度 仮 Kolcaba ン 理論

基 い 産 母親 ン ン 理論 身体的

ッ 的 社会文 的 環境的 4 ン 響 考え あ 産

母親 状態 ン 捉え 場 4 ン 1 ) 産 子宮復 母乳

泌 出産 伴う身体的変 2 )母親 自 心 ン 愛着形成過程 母親

内的 識 わ 3 ) 母親役割獲得 社会的 役割変 4 ) 響

環境的要因 あ 母親 育児 測定 日 語 PSI 尺度

う 親 側面 P8 : 健康状態 産 身体的変 P1 : 親役割 生 規

P2 : 社会的孤立 P3 : 母親 社会的 役割変 連 あ P4 : 親

能 P5 : 抑う 罪 感 P6 : 退院 気落 P7 : 子 愛着 感

い 自 心 ン 愛着形成 い 母親 内的意識 子 側面

7因子 産 母親 ン 響 環境要因 捉え

日 語 PSI 4 ン い 捉え

母親 ン 状態 あ 緩和 心 超越 3 日 語
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PSI い 育児 軽減あ い 解消 状態 あ 捉え

日 語 PSI 外的基準 考え  

 

( 3 ) 基 的属性 

産 響 え い 考え 属性 い 産 概念 析 行要件部

行研究 内容 参考 調査 目 内容 検討  

産 概念 析 行要件 出 側 因子

供者側 因子 大 側 因子 出産 伴う心身 疲労 変調 授

乳 育児 開始 伴う 出産 育児 環境 3 出

供者側 因子 供者 支援 必要性 識 出

側 因子 あ 出産 伴う心身 疲労 変調 授乳 育児 開始 伴う

出産 育児 環境 3 中心 産 行研究

内容 参考 齢 妊娠 出産 家族構成 育児支援者 目 12 目 調査

目  

 

3 ) 研究対象者の ク 方法 図5  

研究対象施設 施設長 管理 任者 対 研究 研究計 書 研究依頼書 資料1

研究協力 依頼 諾書 施設管理 任者様 え 研究者 え 資料2-1 2-2 署

得  

母親 研究協力依頼 3 示 う 研究 協力 願い 資料3-1

行 母親 施設 入 付 9 00 施設 窓 務職員

配 付 済 母親 多目的 移動 い 研究 協力

願い 資料3-1 施設入 10 00 10:30 実施 産

ン ョン 含 約90 間 研究 協力 願い 資料3-1 い

研究 協力 母親 施設 助産師 伝え う 施設 助産師 施

設 利用 母様 教示い い内容 い 資料3-2 沿 明

研究協力依頼 内容 い 補足 明 必要 場 施設 助産師 研究

補足 明 資料 資料3-3 内容 沿 明 う う 施設 助産師 依頼  
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4 ) タ収集方法 図5  

研究 協力 母親 施設 助産師 研究 協力 い 資料4-1 調査

票 あ 産 母親 ン 尺度 仮 属性 資料5 調査票 あ 日

語 PSI 配 研究 協力 い 資料4-1 様 内容 記

載 資料4-2 施設内 掲示 資料4-2 開始

日 前日 研究者 施設 設置 調査票 産 母親 ン

尺度 仮 尺度 特性 即 的 状態 測定 あ 施設 助産師

ン ョン終了 10 30 昼食 12:00 約90 間 自 間 居

移動 調査票 回答 い 助産師 産 始 前 あ 昼食終了

出 日 語 PSI い 配 終了 帰宅

前 回答 出 調査票 調査票 回答 期 出 期 異

母親 配 際 筒 入 回答 期 出 期 正確 伝わ う 配

筒 前面 記載  

調査票 回 方法 施設内 設置 回 箱 出 う回 留置法

調査票 回 箱 出 調査 意 得  

 

5 ) 分析方法 

基 的属性 い 記述統計 行 産 母親 ン 尺度 仮 い

尺度 目 精選 目 析 行 産 母親 ン 尺度 主成 析

尺度構成 行う 尺度 信頼性 い Cronbach’ s α θ信頼性 数

内的 性 評価 基準 連妥当性 外的基準 日 語 PSI 使用 産

母親 ン 尺度 相 確 構成概念妥当性 検討 産 母親 ン

尺度 主成 析 尺度構成 あ 確 的因子 析 行 産 母親

ン 尺度 得 各変数 相 Spearman 相 数 用い 以

計 解析 SPSS  22.0 J  for Windows 使用 意水準 5%  

 

6 ) 研究期間 

成26 4 1日〜 成28 3 31日  
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7 ) 調査期間 

成27 2 3日～ 成27 5 19日 行  

 

3. 倫理的配慮 

1 ) 研究参加者の研究への参加 協力の自由意思、拒否権の確保 

母親 研究協力依頼 母親 施設 入 付 際 施設窓 務職員 配

う 研究 協力 願い 資料3-1 行 付 済 母親

多目的 移動 い 研究 協力 願い 資料3-1 付

9 00 産 ン ョン終了 10:30 約90 間 研究 協

力 願い 資料3-1 い 研究 協力 場 施設 助産師

伝え う 施設 助産師 施設 利用 母様 教示い い内容

い 資料3-2 沿 明 研究協力依頼 内容 い 補足 明 必要

場 施設 助産師 研究 補足 明 資料 資料3-3 内容 沿 明

 

研究 協力 母親 研究 協力 調査票 回答 出 自 意思 あ

調査 協力 い 利益 生 い 調査票 出 あ 研究

協力 消 途中棄 保証 研究 協力 願い 資料

3-1 十 明 調査票 出 協力 消 場 施設 助産

師 申 出 研究者 申 出 研究者 連絡 研究 協力

願い 資料3-1 明記 調査票 回 方法 施設内 設置 回 箱 出

回 留置法 調査票 出 持 調査 意 得  

 

2 ) タ収集方法 その説明 同意を得 方法 

研究対象施設 施設長 管理 任者 対 研究計 書 研究依頼書 資料1

研究協力 依頼 諾書 施設管理 任者様 え 研究者 え 資料2-1 2-2

署 得 諾書 施設管理 任者様 え 施設長 管理 任者 保管 い

諾書 研究者 え 研究者 保管  

母親 研究協力依頼 施設 入 施設窓 務職員 配 う 研究

協力 願い 資料3-1 行 研究 協力 場 施設 助産師

伝え う う 明 研究 協力 母親 助産師 研究 協力
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い 資料4-1 調査票 あ 産 母親 ン 尺度 仮 属性 資料5

調査票 あ 日 語 PSI 配 調査票 産 母親 ン 尺

度 仮 尺度 特性 即 的 状態 測定 あ 施設 助産師 ン

ョン終了 10 30 昼食 12:00 約90 間 自 間 居 移

動 調査票 回答 い 助産師 産 始 前 あ 昼食終了

出 日 語 PSI い 配 終了 帰宅 前

回答 出 調査票 調査票 回答 期 出 期 異 母親

配 際 筒 入 回答 期 出 期 正確 伝わ う 配

筒 前面 記載 調査票 回 箱 出 調査 意 得

調査票 回 方法 施設内 設置 回 箱 出 う回 留置法

 

 

3 ) 個人情報の保護及びプ イバシ の保護の方法 

回 調査票 個人 特定 い う  

研究 回答 期 異 複数 調査票 回答 依頼 回 照

う 連結 能匿 研究協力者 調査票 4 数

齢 記載 照 個人 特定 い う 研

究協力 途中棄 申 出 対応 う 4 数

齢 情報 い 破棄 調査票 出 使用 筒 母親 氏

記載 い 研究 協力 利益 生 思わ 場 研究者 指

教員 武蔵 大学 護学部研究倫理審査委員会 連絡 連

絡 研究 協力 願い 資料3-1 明記  

回 箱 日々 管理 い 施設 助産師 厳 管理 う う依頼 回

調査票 研究者 武蔵 大学校舎 2410 鍵 ッ 保管 厳 管理

解析等 い ン ュ ュ 確保 武蔵 大学校舎 2410

ン 使用 ン ネッ 接 個人 ン 使用 い う 調

査票 成29 3 ュ ッ 廃棄処  

 

4 ) 予測 研究対象者の不利益 そ を回避 方法及び研究対象者 期待 利益 

調査票 産 母親 ン 尺度 仮 尺度 特性 即 的 状態 測定
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あ 施設 助産師 ン ョン 終了 昼食 自 間 記

載 う必要 あ 調査票 あ 産 母親 ン 尺度 仮 属

性 資料5 均回答 間 約10 あ 回答 間 90 程度あ

回答 担 大 い 考え  

方 日 語 PSI 回答 要 間 約20 あ 回答 担 大 い

予測 親 育児 測定 日 語 PSI 育児困 連 主 子

特 親 特 状況的要因 知 測定 あ 回答 期 測定結 響

考え い 日 語 PSI 回答 出 施設 退 空い い

間 記載 う 配慮 回答 間 担 軽減 日

語 PSI 質問 目 新生児期 乳児期以降 子 成長 発 い 聞 含

い 質問 目 い 回答 い 研究 協力

い 資料4-1 様 内容 記載 資料4-2 明記 日

語 PSI 育児 伴う親 測定 あ 質問 目 内容 表現

母親 精神的 担 想定 う 場 母親 施設 助産師 申

出 申 出 あ 母親 対応 う施設 助産師 心理士 協議 い

 

使用 筒 筆記用 研究者 担 対象者 用 担  

研究対象者 得 直接的利益 い 研究 協力 産 自 体調 自

育児 観的 振 返 育児 自身 健康 意識 手立

考え 研究 協力 母親 特定 い 母親 研究結 知

い場 対応 い 研究結 研究依頼施設 報告 施設 機

掲載 う 研究 協力 母親 研究依頼施設 研究結 い 確

う 施設長 管理 任者 依頼  

 

5 ) 研究結果の公表 

研究結 武蔵 大学大学院 護学研究科 聴会 発表 学術目的 学術

雑 等 表 能性 あ 研究結 匿 性 担保 対象者 個人

含 い 明  

研究 武蔵 大学 護学部倫理審査委員会 得 実施 2607-2  
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4. 結果 

A施設 利用 母親250 対象 質問 配 質問 回 数 232部 回

率 92.8% あ う 調査票 産 母親 ン 尺度 調査票 回答

備 226部 効回答率97.4% 析対象  

1 ) 対象者の概要 表1  

対象者 概要 表1 示 母親 均 齢 35.66±4.25 あ 範 25～45 あ

母親226 う 初産婦166 73.5% 均 齢35.56±4.50 あ 経産婦60

26.5% 均 齢35.93±3.44 あ 回 出産前 育児 保育 経 い 回答 人

154 68.2％ あ 施設 利用 期 産 数 0 68 30.1%

多 い 1 56 24.8% あ 回 妊娠 妊治療 あ

75 33.2% 現 い方 親 居 い 方 居 自 親 居

い 妻方 居 あ 人 わ 8.0％ あ 自 親 居 歩10 以内

あ 隣居 あ 回答 人 方 妻方 わ 6.7％ あ 自 親 居

歩10 以 車 電車 1 間以内 あ 近居 あ 人 約3割 あ 居

隣居 近居 い い孤立 家族 あ 人 全体 約6割 あ  

 

2 ) 産後の母親のコン 尺度 仮 の尺度項目の精選 表2、表3  

研究 手 満 自 強 い いう経

視 Kolcaba ン 理論 背 理論 用い い 産 概念

析 産 母親 状態 Kolcaba 定義 ン 4 ン

身体的 ッ 的 社会文 的 環境的 考え

研究 4 ン 身体的 ッ 的 社会文 的 環境的 主

成 析 用い 尺度 目 精選 行  

体的 手 初 産 母親 ン 尺度 仮 4

ン 主成 析 行い 最 I-T相 削除 Cronbach’s α

昇 目 削除 α 数 昇 様 手 繰 返

結 身体的 ン 9 目 ッ 的 ン 14 目 環境的 ン

4 目 社会文 的 ン 2 目 尺度全体 29 目 表2

29 目 産 母親 ン 尺度 最終 目 用

ン 間 い 表3 示 い 意 正 相 う
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身体的 ン ッ 的間 相 最 r = 0.525  p 0.01

ッ 的 ン 社会文 的 ン 比較的強い正 相

い r = 0.467  p 0.01  

 

3 ) 信頼性の検討 

産 母親 ン 尺度 主成 析 尺度構成 行 い 信頼性

い Cronbach’s α θ信頼性 数 算出 内的 性 検討 尺度全体 Cronbach’s α

0.913 あ 身体的 ン 0.852 ッ 的 ン 0.895 環

境的 ン 0.868 あ 社会文 的 ン 0.920 あ 尺度全体

θ信頼性 数 0.919 あ  

尺度全体 散 確 Kolomogorov-smirnov 検定 い 正規性 D = 0.053

p = 0.200  

 

4 ) 妥当性の検討 

( 1 ) 基準 連妥当性 検討 表4  

基準 連妥当性 検討 産 母親 ン 尺度 日 語 PSI 相 確

表4 示 う 産 母親 ン 尺度 全体 日 語 PSI 全体

尺度 意 相 母親 育児 測定 日

語 PSI 尺度 う 親 側面 P8 : 健康状態 産 身体的変 P1 : 

親役割 生 規 P2 : 社会的孤立 P3 : 母親 社会的 役割変

連 あ P4 : 親 能 P5 : 抑う 罪 感 P6 : 退院 気落

P7 : 子 愛着 感 い 自 心 ン 愛着形成 い 母親 内的

意識 子 側面 あ C1～C7 7因子 産 母親 ン 響

環境因子 捉え 日 語 PSI 産 母親 ン

4 ン い 仮定 産 母親 ン 尺度

ン 日 語 PSI 尺度 相 確 産 母親

ン 尺度 身体的 ン 日 語 PSI 健康状態 ( P8 ) 比較的強い

相 r = 0.579  p 0.01 日 語 PSI 尺度 う 最 相

ッ 的 ン 親 能 ( P4 ) 抑う 罪 感 ( P5 )

退院 気落  ( P6 ) 子 愛着 感 い ( P7 ) 尺度 意 相
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特 親 能 ( P4 ) 強い 相 い r = 0.711  p 0.01

社会文 的 ン 親役割 生 規  ( P1 ) 社会的孤立 ( P2 )  

( P3 ) 間  r = 0.320～ 0.428  p 0.01 比較的強い 相 示 環境的 ン

日 語 PSI 子 側面 あ C1～C7 尺度 間 意 相

 

子 状態 子 側面 産 母親 経 外的背 わ

捉え 環境的 ン 相 あ 仮定 い 子 側面 C1

～C7 尺度 表4 示 う 主 ッ 的 ン 身体的 ン

間 意 相 い 子 状態 いう 産

母親 環境的 ン ッ 的 ン 身体的 ン

ン 響 あ 考え ン 即 的

経 あ Kolcaba 1991 2003 環境的 ン 経 子

状態 母親 い 場 響 考え 母親 環境的 ン

即 的 経 測定 い 考え 産 母親 ン 尺度 仮

尺度 目 あ 場 い い 思わ い 逆転 目 子 全

場 あ 思う 得 相 確 場 い い 思わ い 逆転

目 間 弱い正 相 r = 0.397  p 0.01 子 全 場 あ

思う 間 比較的強い正 相 r = 0.455  p 0.01 産

母親 環境的 ン ン 的妥当性 確 考え

4 目 産 母親 ン 尺度 環境的 ン 目

択 断  

 

( 2 ) 構成概念妥当性 検討 表5  

産 母親 ン 尺度 因子構造 確 確 的因子 析 行 結

表5 示 産 母親 状態 ン 4 ン 身体的

ッ 的 社会文 的 環境的 考え ン

主成 析 用い 尺度 目 精選 行 構成概念妥当性 検討 際 析方法

主因子法 4因子 因子間 相 あ ッ 回転 用い 結 身体的

ン ッ 的 ン 社会文 的 ン 間 尺度 目

部移動 い 身体的 ン ッ 的 ン 移動 1. 
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身体 ッ い 1 目 ッ 的 ン 社会文

的 ン 移動 7. 母親 あ 人生 価値 あ 思う 23. 子

わいい 思え い 25. 自 自 い 感 26. 子 少

い 思う 27. 子 緒 い 気 落 着 い 5 目 社会文 的 ン

ッ 的 ン 移動 6. 困 助

人 い 3. 必要 頼 人 い 2 目 あ 全部 8 目

移動 い 日尺度 目 0.3以 因子 荷 示 除外 目

産 母親 ン 測定 産 母親 ン 尺度

4因子29 目 構成 い 確  

 

第 章 産後の母親のコン 影響を及ぼ 関連要因の検討 研究2  

1. 研究の概念枠組み 図6  

研究2 概念枠組 産 概念 析 結 6 う 構成 産

行要件 あ 母親 基 的属性 属性部 あ 母親 産 帰

結部 あ 産 母親 ン 響 連要因 捉え あ

研究1 開発 産 母親 ン 尺度 用い 産 前 母親 ン

測定 前 尺度得 変 母親 育児 肯定的 捉え 育児 楽

い 感 状態 わ 産 母親 ン 響 基 的属性 母親

産 連 い 検討 あ 質問 構成 基 的属性 母親

産 産 母親 ン 質問 内容 い 以 示  

産 母親 ン 響 い 考え 基 的属性 い 産

構成概念 あ 行要件 内容 行研究 参考 検討 産 概念 析

行要件 出 側 因子 供者側 因子 大

側 因子 出産 伴う心身 疲労 変調 授乳 育児 開始 伴う 出

産 育児 環境 3 出 供者側 因子

供者 支援 必要性 識 出 側 因子 あ 出産

伴う心身 疲労 変調 授乳 育児 開始 伴う 出産 育児 環境 3

中心 産 行研究 内容 参考 調査 目 内容 検討 齢

妊娠 出産 家族構成 育児支援者 目 施設 利用 目 構成  

母親 産 い 産 構成概念 あ 属性部 行研究 参考
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検討 産 概念 析 属性 出 産 回復

わ 産 役割 遂行 う わ 向 支援 3 あ

産 回復 わ 妊娠 出産 伴う身体的変 応 あ 産

身体的特 対応 産 身体的疲労 緩和 目的 あ 母親 休息

ョン 優 わ 母親 対 支持的 わ あ 産 精神的特 配慮

情緒的 わ 3 含 い 産 役割 遂行

う わ 育児 授乳 支援 児 成長発 情報 供 母子愛着

形成 わ 母親 方 自信 う わ あ 母親

意思決定支援 新 い家族 迎え 伴 行わ 家族 調整 5

構成 い 向 支援 退院 支援体 整備 社会資源

情報 供 行う 地域 行 支援体 構築 産 母親 士 身近 支援

者 う 母親 士 交流 わ 2 構成

い 産 構成概念 あ 属性部 基 い 行研究 内容 参考 母

親 産 調査 目 検討 結 産 回復 わ 9 目

産 役割 遂行 う わ 9 目 向 支援 4

目 計22 母親 対 捉え方 調査 選択肢

い 経 い い 4択  

産 構成概念 あ 帰結部 あ 産 母親 状態 い 研究1 信頼性 妥

当性 検証 産 母親 ン 尺度 29 目 用い 産 母親

ン 状態 測定  

研究2 研究1 開発 産 母親 ン 尺度 用い 産

前 母親 ン 測定 母親 ン 響 連要因 あ

基 的属性 産 内容 い 明  

 

2. 研究目的 

研究1. 開発 産 母親 ン 尺度 用い 産 前 母親

ン 測定 母親 ン 響 要因 い 明  
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3. 研究方法 

1 ) 研究対象者 

A施設 B施設 い 産 母親 施設 利用形態 宿

ョ 日帰 あ 行わ い 産 内容 い

い 回 利用形態 わ 施設 母親 対象 調査 行

精神的 調 強 内服 治療 い 母親 い 研究 協力 担 大

い 思わ 研究 対象 含 い B施設 対象者 母

親 い 研究 A施設 調査 行  

研究2 使用 産 前 母親 ン 測定 対応 あ

あ 産 前 差得 均値 95%信頼 間 標準偏差×0.2 設定 石 2005

産 母親 対象 ン 行研究 2015 b 産 前 得

差 標準偏差 値 用い 研究 対象者数 検討 少 必要 対象者数

100 あ 研究1. 質問 回 率 効回答率 考慮 回 118 対象 調査 行

う  

  

2 ) 測定用具 

調査 方法 無記 自記式質問 調査 質問 内容 い 以 示

あ  

( 1 ) 産 母親 ン 尺度  

研究1 信頼性 妥当性 検証 産 母親 ン 尺度 29 目

母親 ン 状態 測定 非常 う思う 6 ～ う思

わ い 1 6段階 評価 単純 算 計 い ン い

示  

 

( 2 ) 基 的属性 

産 母親 ン 響 え い 考え 基 的属性 い 産

概念 析 2015 a 行要件部 行研究 内容 参考 齢 妊娠 出産

家族構成 育児支援者 目 施設 利用 目 構成  
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( 3 ) 母親 産 い  

母親 産 調査 目 22 目 産 概念 析 2015 

a 属性 あ 産 特性 基 い 行研究 内容 参考 母親 産

調査 目 構成  

 

3 ) 研究対象者の ク 図7-1、図7-2  

調査 ュ い 研究対象者 流 い

7-1 7-2 示  

研究対象施設 施設長 管理 任者 対 研究 研究計 書 研究依頼書 資料6

研究協力 依頼 諾書 施設管理 任者様 え 研究者 え 資料2-1, 2-2 署

得  

母親 研究協力依頼 7-2 示 う 研究 協力 願い 資料7-1

行 母親 施設 入 付 9 00 施設 窓 務職員

配 付 済 母親 多目的 移動 い 10 00 10

30 実施 施設 助産師 ン ョン 含 約90 間 研究 協力

願い 資料7-1 研究者 ン ョン 最 施設 利用

母 方 明内容 い 資料7-2 用い 母親 調査 概要 い 明

研究 協力 意思 あ 母親 研究者 伝え 研究協

力依頼 内容 い 補足 明 必要 場 研究 補足 明 資料 資料 7-3

内容 沿 明 研究者 母親 研究協力 質問等 あ 場

施設 助産師 研究 補足 明 資料 資料7-3 内容 参照 明

う う 研究対象施設 管理 任者 助産師 依頼  

 

4 ) タ収集方法 図7-1、図7-2  

調査 ュ い 研究対象者 流 い

7-1 7-2 示  

( 1 ) 研究 協力 意思 あ 母親 研究者 研究 協力 い 資料8-1 調

査票 あ 産 母親 ン 尺度 属性 資料9-1 調査票 あ 産

ン 尺度 属性 母親 産 資料9-2 配  

( 2 ) 研究 協力 い 資料8-1 様 内容 記載 資料8-2
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施設内 掲示 資料8-2 開始 日 前日 研究者

施設 設置  

( 3 ) 産 母親 ン 尺度 尺度 特性 即 的 状態 測定 あ

産 前 ン 状態 測定 調査票 資料9-1 ン

ョン終了 10 30 昼食 12 00 約90 間 自 間 回答 い 助

産師 産 始 前 あ 昼食終了 出  

( 4 ) 産 終了 ン 状態 測定 調査票 資料9-2 い 助産師

産 終了 居 い 回答 い 退 出

 

( 5 ) 調査票 回 方法 施設内 設置 回 箱 出 う回 留置法

調査票 回 箱 出 調査 意 得  

 

5 ) 分析方法 

( 1 ) 産 母親 ン 変 明 前 産 母親

ン 尺度 得 均値 差 対応 あ t検定 用い 検討  

母親 ン 響 連要因 明 基 的属性 母親

産 尺度得 変 連 い 2群 比較 t検定 3群以 比較

元配置 散 析 行い 意 要因 い Tukey 多 比較 用い 析 尺度

得 変 連 見 変数 独立変数 尺度得 変 属変数 回帰 析 行

産 母親 ン 尺度 ン 間 相 Spearman 相 数

用い 析  

 

( 2 ) 産 前 母親 ン 響 い 基 的属性 い 明

産 前 尺度得 基 的属性 連 い 2群 比較

t検定 3群以 比較 元配置 散 析 行い 意 連 い Tukey 多 比較

析  

 

以 計 解析 SPSS  22.0 J  for Windows 使用 意水準 5%
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6 ) 研究期間 

成26 4 1日〜 成28 3 31日  

 

7 ) 調査期間 

成27 8 11日～ 成27 10 16日 行  

 

4. 倫理的配慮 

1 ) 研究参加者の研究への参加 協力の自由意思、拒否権の確保 

( 1 ) 母親 研究協力依頼 母親 施設 入 付 際 施設窓 務職員

配 う 研究 協力 願い 資料7-1 行 付 済 母親

多目的 移動 い 10 00 10 30 実施 施設 助産師 ン

ョン 含 約90 間 研究 協力 願い 資料7-1 研究者

ン ョン 最 施設 利用 母 方 明内容 い 資料7-2

用い 母親 調査 概要 い 明 研究協力依頼 内容 い 補足 明

必要 場 研究 補足 明 資料 資料7-3 内容 沿 明  

( 2 ) 研究 協力 意思 あ 母親 研究者 伝え  

( 3 ) 研究 協力 意思 あ 母親 研究 協力 調査票 回答 出 自 意思

あ 調査 協力 い 利益 生 い 調査票 出 あ

研究 協力 消 途中棄 保証 研究 協力

願い 資料7-1 研究者 母親 研究協力 質問等 あ 場

施設 助産師 研究 補足 明 資料 資料7-3 内容 参照 明

う う 研究対象施設 施設長 管理 任者 助産師 依頼  

( 4 ) 調査票 出 協力 消 場 施設 助産師 申 出 研究者 E-mail

申 出 研究者 連絡 研究 協力 願い 資料7-1

明記  

( 5 ) 調査票 回 方法 施設内 設置 回 箱 出 回 留置法 調査票

出 調査 意 得  

 

2 ) タ収集方法 その説明 同意を得 方法 

( 1 ) 研究対象施設 施設長 管理 任者 対 研究計 書 研究依頼書 資料6
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研究協力 依頼 諾書 施設管理 任者様 え 資料2-1 研究者 え 資料

2-2 署 得 諾書 施設管理 任者様 え 資料2-1 施設長 管理 任者 保

管 い 諾書 研究者 え 資料2-2 研究者 保管  

( 2 ) 母親 研究協力依頼 施設 入 施設窓 務職員 配 う 研究

協力 願い 資料7-1 行 研究 協力 場 研究者

伝え い 研究者 研究 協力 い 資料8-1 調査票 あ 産

母親 ン 尺度 属性 資料9-1 調査票 あ 産 ン 尺

度 属性 母親 産 資料9-2 配  

( 3 ) 産 母親 ン 尺度 尺度 特性 即 的 状態 測定 あ

産 前 ン 状態 測定 調査票 い ン

ョン終了 10 30 昼食 12 00 約90 間 自 間 回答 い 助産

師 産 始 前 あ 昼食終了 出  

( 4 ) 産 終了 ン 測定 調査票 資料9-2 い 助産師

産 終了 居 い 回答 い退 出

 

( 5 ) 調査票 回 方法 施設内 設置 回 箱 出 う回 留置法

調査票 回 箱 出 調査 意 得  

 

3 ) 個人情報の保護及びプ イバシ の保護の方法  

( 1 ) 回 調査票 個人 特定 い う 研究 回答

期 異 複数 調査票 回答 依頼 回 照 う 連結 能匿

研究協力者 調査票 4 数 齢 記載

照 個人 特定 い う 研究協力

途中棄 申 出 対応 う 4 数 齢 情

報 い 破棄  

( 2 ) 調査票 出 使用 筒 母親 氏 記載 い  

( 3 )研究 協力 利益 生 思わ 場 研究者 指 教員 武蔵 大学

護学部研究倫理審査委員会 連絡 連絡 研究 協

力 願い 資料7-1 明記  

( 4 ) 調査期間中 母親 研究協力依頼 研究者 施設 出向 出 調査票
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日々 回 い 研究者 行 研究者 回 箱 管理 い

研究対象施設 施設長 管理 任者 厳 管理 う う依頼  

( 5 ) 回 調査票 研究者 武蔵 大学校舎 2410 鍵 ッ 保管 厳

管理 解析等 い ン ュ ュ 確保 武蔵 大学校舎

2410 ン 使用 ン ネッ 接 個人 ン 使用

調査票 成29 3 ュ ッ 廃棄処  

 

4 ) 予測 研究対象者の不利益 そ を回避 方法及び研究対象者 期待 利益 

( 1 ) 調査票 産 母親 ン 尺度 尺度 特性 即 的 状態 測定

あ 施設 助産師 ン ョン 終了 昼食 自 間 記載

う必要 あ 調査票 あ 産 母親 ン 尺度 属性 資料9-1

均回答 間 4 程度 あ 回答 担 少 生 回答

間 開始 間 90 間程度設  

( 2 ) 終了 施設 退 回答 出 う調査票 資料9-2

均回答 間 約5 あ 回答 間 十 確保 担当

助産師 母親 終了 伝え う う依頼 い 研究対

象施設 管理 任者 依頼  

( 3 ) 使用 筒 筆記用 研究者 担 対象者 用 担  

( 4 ) 研究対象者 得 直接的利益 い 研究 協力 産 自 体調 自

育児 観的 振 返 育児 自身 健康 意識 手立

考え 研究 協力 母親 特定 い 母親 研究結 知

い場 対応 い 研究結 研究依頼施設 報告 施設 機

掲載 う 研究 協力 母親 研究依頼施設 研究結 い 確

う  

 

5 ) 研究結果の公表 

研究結 武蔵 大学大学院 護学研究科 聴会 発表 学術目的 学術

雑 等 表 能性 あ 研究結 対象者 個人 含 い 明

 

研究 武蔵 大学 護学部倫理審査委員会 得 実施 2705-1  
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5. 結果 

A施設 利用 母親118 対象 質問 配 質問 回 数 107部 回

率 90.7% あ 回 107部 調査票 調査票 産 母親 ン

尺度 回答 備 回 調査票 析対象 効回答率

100％  

1 ) 対象者の概要 表6、表7  

対象者 概要 表6 示 母親 均 齢 35.84±4.36 あ 範 26～44 あ

母親107 う 初産婦78 72.9％ 均 齢35.55±4.44 あ 経産婦29 27.1％

均 齢36.47±4.15 あ 施設 利用 期 産 数 0 42 39.2％ 最

多 い 1 22  20.6％ 2 22  20.6％ あ 回 妊娠 妊

治療 あ 36 33.7％ あ 回 出産前 育児 保育 経 い

回答 人 69 64.5％ あ 施設 利用日数 宿 い 利用 31

29.0％ 最 多 現 い方 親 居 い 方 居 自 親

居 い 妻方 居 あ 人 わ 7.5％ あ 自 親 居 歩10

以内 あ 隣居 あ 回答 人 方 妻方 3.7％ あ 自 親 居

歩10 以 車 電車 1 間以内 近居 あ 人 3割 あ 居 隣居

近居 い い孤立 家族 あ 人 全体 約5割 あ 方 居 妻方 居 除

家族 割 全体 約9割 あ  

い方 主 支援者 表7示 精神的 手段的

い方 わ 主 支援者 あ 回答 人 多 情報的

人 近 人 親族以外 主 支援者 あ 回答 人 多 情報的

主 支援者 回答 人 多 ン ネッ 得 情報

情報的 主 支援 い  

妻方 居 人 い い 主 支援者 自 親 あ 回答 人 い

 

 

2 ) 産後ケア前後 おけ 母親のコン の実態 

( 1 ) 産 母親 ン 尺度 得 基 的属性 連 表8  

産 母親 ン 変 明 前 ン 尺

度得 差 均値 差 対応 あ t検定 用い 検討 母親 ン 響
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連要因 い 明 尺度得 変 基 的属性 連 い

2群 比較 t検定 3群以 比較 元配置 散 析 行い 意 要因 い Tukey

多 比較 用い 析  

全体 産 母親 ン 尺度 得 前 105.49±17.03

127.60±16.20 あ 前 比較 意 得 昇 い p 0.001 産

前 母親 ン 対象者 基 的属性 連 い 表8 示

前 産 母親 ン 尺度 得 差 意 差 職業 あ

職者 業主婦 回答 人 う ン 意 昇 い p 0.01  

施設 利用日数 い 表8 う 0 ～7 以 8郡 比較 ン

得 差 意 連 母親 必要 あ 感 必要

い 条件 考慮 0 1 2 以 5 満 5 以

4郡 析 方法 宿 型 い0 施設 来 翌日

帰宅 1 施設 滞 間 48 間以 あ 2 以 2 以

い 現 出産 療施設 産 入院期間 4～6日 あ 坂梨 2010 5

基準 2 以 5 満 5 以 析 結 尺度得 差 0

17.74影11.36 1 19.77影12.48 2 以 5 満 27.70影12.91 5 以

17.78影14.28 あ 2 以 5 満 施設 利用 人 宿 型 い0 利用者

p 0.01 5 以 利用者 意 ン 昇 い p 0.05  

基 的属性 あ 出産 出産様式 妊治療 現 授乳方法 出産前 育児経

施設 利用 期 産 現 い方 意 連  

 

( 2 ) 産 母親 ン 尺度 得 母親 産 連 表9 表10  

母親 ン 響 要因 い 明 尺度得 変 母親

産 連 い 2群 比較 t検定 3群以 比較 元配置 散

析 行い 意 要因 い Tukey 多 比較 用い 析  

尺度得 変 母親 産 連 い 表9 示 母親 産

う 捉え い い い

経 い い 3 回 い 積極的

捉え い う い い

含 析 母親 産 22 目 う 産 母親 ン
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尺度 得 差 意 差 産 回復 わ あ 足浴

産 役割 遂行 う わ あ 子 わ 方 い 助

言 2 目 あ 目 意 連 足浴 経

回答 人 回答 人 ン 意 昇

p 0.05 子 わ 方 い 助言 回答 人

経 い い人 意 ン 昇 い p 0.05  

産 経 無 ン 響 い 明 尺度

得 変 産 経 無 あ い

経 い い 連 い t検定 用い 析 意 連 あ

産 産 役割 遂行 う わ あ 赤 成長

助言 自宅 帰 家 調整 い 助言 子 わ 方

い 助言 3 目 あ 表10 赤 成長 助言

い 経 い い母親 経 母親 比較 意 ン 昇

い p 0.05 自宅 帰 家 調整 い 助言 子

わ 方 い 助言 2 目 経 母親 経 い い母親

比較 意 ン 昇 い p 0.05  

 

( 3 ) 産 母親 ン 響 連要因 表11  

産 母親 ン 響 連要因 い 検討 産 母親

ン 尺度 得 差 属変数 尺度得 変 意 連 基 的属性 母

親 産 表8 表9 独立変数 回帰 析 結 表11 示 Kolcaba

ン 3 状態 緩和 心 超越 4 ン 身体的

ッ 的 社会文 的 環境的 い 満 自 強

い いう即 的 経 定義 手 満 自 強

い いう経 視 い 回 手 あ 産 母親

う 捉え い い 母親 即 的 経 視

経 無 対 母親 捉え方 母親 ン 響 産

内容 独立変数 用い  

尺度得 変 意 連 目 基 的属性 職業 施設 利用日数 2

目 産 足浴 子 わ 方 い 助言 2 目 あ
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あわ 4 目 あ 産 母親 ン 尺度 得 差 意 正 相 示

施設 利用日数 2 以 5 満 あ p 0.01 子 わ

方 い 助言 あ p 0.008 職者 あ 足浴

い経 捉え い ン 得 差 意 相 示 p

0.015 p 0.016 産 母親 ン 尺度 得 差 意 連 あ 目 う

施設 利用日数 職業 基 的属性 あ 子 わ 方 い 助言 足

浴 母親 産 あ 母親 産 内容 産 概念 析

属性部 出 い 概念 析 属性部 産 回復 わ 産

役割 遂行 う わ 向 支援 3

産 母親 ン 意 連 見 産 う 足浴 産

回復 わ 子 わ 方 い 助言 産

役割 遂行 う わ 出 産 あ  

 

( 4 ) 産 母親 ン 尺度 ン 尺度得 変   

表12 表13 表14  

Kolcaba 2003 ン ッ 複 的 状態 あ 緩和

心 超越 3 連 体 あ 明確 い 述

い 手 最 要 以前 比較 ン 増

あ 特 ン い 現場 手

ン 増 優 あ い 回 ン

い 現場 あ 産 施設 い 母親 ン 状

態 前 状態 比較 連 体 あ 緩和 心 超越 母親 ン

変 観察  

産 概念 析 結 産 母親 特 的 ン 4 ン

い Kolcaba 2003 ン 状態 い ン

類構造 い 観察 全体 え 観察 い

産 母親 ン 状態 産 検討 うえ 産 母

親 特 的 4 ン い ン 状態 観察 意義

あ 考え 4 ン 尺度得 変 確 尺

度得 変 意 連 ン い 尺度得 基 的属性 母親
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産 連 析  

4 ン 産 母親 ン 尺度 得 変 い

表12 示 う ン 4 ン 身体的 ッ 的

社会文 的 環境的 い 前 比較 意 ン 昇

い  

尺度得 変 意 連 4 ン い 尺度得 変

基 的属性 母親 産 連 確 表13 身体的 ン

い 母親 ン 意 差 目 基 的属性 職業 施設 利用日数 2

目 あ 母親 産 意 連 ッ 的 ン

い 意 差 基 属性 職業 あ 母親 産

赤 成長 助言 子 わ 方 い 助言 あ

方 助産師 あ 社会文 的 ン 基 的属性

意 連 子 わ 方 い 助言 あ 方 助産師

2 産 意 連 環境的 ン

施設 利用日数 足浴 意 連 う 4 ン

い 尺度得 変 基 的属性 母親 産 連 確 尺度得

変 意 差 基 的属性 職業 施設 利用日数 2 目 あ 母

親 産 内容 赤 成長 助言 子 わ

方 い 助言 あ 方 助産師 足浴 4 目 あ

4 目 産 内容 産 概念 あ 産 回復 わ

産 役割 遂行 う わ 出 い  

ン 変 ン 間 響 い 確 ン

間 尺度得 変 い 相 確 ッ 的 ン

身体的 ン 環境的 ン 間 弱い正 相 い r = 

0.321～0.348 p 0.01 社会文 的 ン ン 間 意 相

表14  

 

3 ) 産後ケアを受け 前の母親のコン の状態 基本的属性 の関連 表15  

産 前 母親 ン 状態 基 的属性 連 い 明

2群 比較 t検定 用い 3群以 比較 元配置 散 析 Turkey 多 比較



36 

 

析 産 前 産 母親 ン 尺度 得 意 差

あ 基 的属性 施設 利用 期 産 数 1 目 あ 目 意 連

表15 産 0 母親 産 3 母親 前 ン

意 p 0.05 産 1 母親 産 3 母親 比較 意 ン

p 0.05  

 

第 章 考察 

1. 産後の母親のコン 尺度 の信頼性の検討 

産 母親 ン 尺度 主成 析 尺度構成 行 い 信頼性

い Cronbach’s α 算出 尺度 目 最適 信頼性 検討

θ信頼性 数 算出  

産 母親 ン 尺度 29 目全体 Cronbach’s α 0.913 あ 4 ン

い α = 0.852～0.920 い信頼性 確 産 母親 ン

尺度 θ信頼性 数 0.919 あ α 数 差 0.006 あ α 数 θ信頼性 数

値 近い 尺度 最適 行わ い 示 木 2011 産 母親 ン

尺度 信頼性 い尺度 あ 考え  

 

2. 産後の母親のコン 尺度 の妥当性の検討 

妥当性 内容妥当性 基準 連妥当性 構成概念妥当性 検討  

Kolcaba ン 類構造 基 産 概念 析 帰結部 組 入

作成 産 母親 ン 尺度 仮 内容妥当性 い 検討 地域 護学

母子 護学 大学教員 評価 得 各 目 適 性 観性 確保

考え  

基準 連妥当性 い 育児 伴う親 子 気質 親 心理社会的側面

多面的 明 日 語 PSI 相 確 日 語 PSI 産 母親 ン

4 ン い 捉え 日 語 PSI 相

示 予測 産 母親 ン 尺度 全体 日 語 PSI 全体

尺度 意 相 確 尺度 定程度 基準 連妥

当性 確保 考え 日 語 PSI 尺度 う 親 側面 P8 : 健

康状態 産 身体的変 P1 : 親役割 生 規 P2 : 社会的孤立 P3 : 
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母親 社会的 役割変 連 あ P4 : 親 能 P5 : 抑う

罪 感 P6 : 退院 気落 P7 : 子 愛着 感 い 自 心 ン

愛着形成 い 母親 内的意識 子 側面 あ C1～C7 7因子 産

母親 ン 響 環境因子 捉え 相応 日 語 PSI 尺

度 産 母親 ン 尺度 ン 相 確 P8 : 健康状

態 身体的 ン P1 : 親役割 生 規 P2 : 社会的孤立 P3 : 

社会文 的 ン P4 : 親 能 P5 : 抑う 罪 感 P6 : 退院

気落 P7 : 子 愛着 感 い ッ 的 ン 間 意

相 う 相応 仮定 日 語 PSI 尺度 産 母親

ン 尺度 ン 間 い相 示 尺度 妥当性 裏付 結

あ いえ 日 語 PSI 子 側面 あ C1～C7 産 母親

ン 尺度 環境的 ン い 相 C1～C7 主

ッ 的 ン 身体的 ン 間 意 相 い

子 状態 いう 産 母親 環境的 ン ッ 的

ン 身体的 ン ン 響 あ 考え

ン 即 的 経 あ Kolcaba 1991 2003 母親 環境的 ン

子 状態 母親 い 場 響 考え 環境的

ン 母親 即 的 経 測定 い 考え 産 母親 ン

尺度 仮 尺度 目 相 確 意 相 産 母親

環境的 ン ン 的妥当性 支持 断  

構成概念妥当性 検討 確 的因子 析 結 29 目 0.3以 因子 荷 示

削除 ン 尺度 目 主 ッ 的 社会

文 的間 移動 い ッ 的 ン 社会文 的 ン

間 比較的強い正 相 い 因子 荷 移動 考え

ッ 的 ン 社会文 的 ン 移動 目 7. 母親 あ

人生 価値 あ 思う 23. 子 わいい 思え い 25. 自 自

い 感 26. 子 少 い 思う 27. 子 緒 い 気 落 着

い 5 目 あ 母親 自 子 性 中 抱 気持

感情 あ 子 社会的 わ あ 考え 方 移動 尺度

目 2. 子 役 立 い 思う 5. 自 自信
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24. う 育児 い い 育児 自信 い

母親 自己 内的 識 あ 母親 子 性 中 抱

気持 感情 母親 社会文 的 ン あ 育児 自信 母親 内

的 識 あ ッ 的 ン あ 考え 身体的 ン

ッ 的 ン 移動 い 1. 身体 ッ い

あ 産 身体的 疲労 自 育児 対 自信 響 示唆 い 松

崎 2014 産 母親 身体的 ッ 状態 自 心 ン

愛着形成 い 母親 内的 識 あ ッ 的 ン 識

い 考え 社会文 的 ン ッ 的 ン 移動 い

3. 必要 頼 人 い 6. 困 助 人 い

あ 支援 必要 場面 助 人 い 産 ッ 的 ン

識 い 行研究 い 産 母親 社会文 的 ン

ッ 的 ン 識 い 香春 2014

母親 社会的 性 自 心 ン 愛着形成 い 母親 内

的 識 あ ッ 的 ン 響 あ 考え  

 

3. 産後の母親 影響を及ぼ 関連要因 

産 母親 ン 要因 施設 利用日数 2 以 5 満 あ

子 わ 方 い 助言 経 あ あ 方 産 母

親 ン 連 示 目 職業 足浴 経 母親

あ 産 前 産 母親 ン 尺度 得 意 差 あ

基 的属性 施設 利用 期 産 数 あ 産 0 1 母親 産 3

母親 尺度得 意 結 踏 え 以 産 母親 ン

連要因 い 考察  

1 ) 産後ケアを受けた対象者の基本的属性 

施設 利用日数 2 以 5 満 あ 母親 全体 ン

ン 身体的 環境的 2 ン 意 ン 昇 い

行研究 い 2 以 5 満 期間 施設 利用 母親 連日 温罨法 行

行わ 母親 緊張 い 抑う 落 気

緩和 身体的 疲労 軽減 報告 い 角 2011 山 2011
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施設 利用日数 2 以 5 満 あ 母親 ン 昇 い いう 研究

結 類似 い 産 出産 伴う身体的 疲労 子宮復 母乳 泌 身体的

変 体 期 あ 母親 夜間 育児 授乳 行う 疲労 緩和 間

確保 い 子宮復 母乳 泌 身体的 変 痛 快感 伴

う あ 産 身体的疲労 身体的変 母親 ン 響 ン

あ 考え 2 以 5 満 期間 産 母親

産 身体的疲労 身体的変 伴う 体的 緩和 身体的 ン

増 全体 ン 増 響 連要因 あ 考え  

施設 利用 2 以 5 満 あ 母親 部屋 温度 音 物理的環

境 環境的 ン い ン 増 い 2 以 5

満 期間 母親 外的背 あ 環境的 ン

ン 響 あ 考え う 2 以 5 満

あ 宿 産 母親 身体的 ン 増 環境的

ン ン ン 全体 増 明

 

方 施設 利用日数 5 以 母親 ン い 意 昇

湾 行研究 産 施設 い 5日間連 背部 ッ 母親

母親 睡 質 向 い Yi-Li & Hsiu-Jung, 2013 湾 出産 療

施設 退院直 産 施設 10～30日間滞 産 いわ

Yi-Li & Hsiu-Jung, 2013 産 伝統的 休息期間 日 長い 松岡 2009 日 出

産 療施設 産 入院期間 短縮 経腟 娩 均5.6日 い 勝川 坂

梨 臼 林 2010 現 日 産 多 産 入院期間中 行わ

出産 療施設 退院 門家 行わ い い 齋藤 2014

う 日 施設 門家 長期間 習慣 い い

5 以 母親 ン 意 昇 背 考え

施設 利用日数 5 以 母親 ン い 意 昇

背 対 母親 満足度 響 い い 考え 十嵐

浜 谷 山内 2000 患者 的 わ 対 心感 信頼 響

対 わ い場 対 満足度 指摘 い

手 あ 母親 助産師 評価 行研究 い 堀内 1997 助
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産師 いう 性 対 識 い場 母親 満足度

い 指摘 い 研究対象施設 勤務 助産師 2交代 勤務体 日

中 夜間 行う助産師 異 母親 施設利用日数 5 以 多

助産師 わ 想定 助産師 いう 性

識 考え 5 以 施設 利用 母親 満足度 2

以 5 満 施設 利用 母親 比較 考え 母親 ン

状態 響 い 考え  

職者 母親 業主婦 母親 比較 意 ン 母親 育児

育児 担感 行研究 い 職業 無 育児 育児 担感 響 因子

い 報告 い 入山 濱嵜 山﨑 多 2012 久世 秦 中塚 2015

園部 臼 川村 廣瀬 2012 産 1 母親 対象 出産 対 満足感

調査 職者 う 出産 対 満足感 理 職者 う

い人 比較 出産 対 い期待 理想 持 い 挙 い 研究 対象者

あ 母親 職者 あ 母親 業主婦 母親 ン 意 い

職者 母親 う 産 対 期待 理想 考え 身体的 ン

ッ 的 ン い 業主婦 う 職者 意

ン 昇 い 職者 あ 母親 出産 伴う身体的 疲労 子宮復 母

乳 泌 身体的 変 産 対 期待 察 身

体的 ン 響 い 考え 職業 い 母親

産 社会復帰 得 母乳育児 断念 い 状況 示唆 い 山

2012 母親 希望 授乳方法 断念 え い状況 母親 自

心 ン 愛着形成 内的 識 響 あ 考え

う 職者 母親 業主婦 母親 産 対 期待 理想 対

異 母親 ン 響 連要因 あ 考え  

産 前 産 母親 ン 尺度 得 意 差 あ 基 的属

性 施設 利用 期 産 数 あ 産 0 産 1 母親 産 3 母

親 育児 肯定的 捉え 育児 楽 い 感 ン 状態 明

川 2012 母親 精神健康度 産 2～4 間 最

いう報告 類似 い 産 母親 ン 行研究 い 産 0

1 母親 産 2～3 母親 ン い 示唆 い
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2015 b 現 出産 療施設 産 期退院 産 休息 十

確保 い 家庭 育児 開始 い 産 0 母親 身体的

精神的 疲労 強 考え 産 1 帰 自宅 戻

育児環境 変 期 あ う 産 1 母親 ン

い状態 あ いえ ン い産 0～1 期 母親

育児 肯定的 捉え 育児 楽 い 感 う 産 行う 産 期 ン

増 自 意思決定 必要 社会資源 選択 活用

母親 主体的 自 育児 行え う 健康 索行動 うえ 要 わ

あ いえ  

産 母親 ン 意 連 基 的属性 出産 出産様式

妊治療 現 授乳方法 出産前 育児経 施設 利用 期 産 現 い方 あ

内容 い 以 考察  

出産 出産前 育児経 い 意 連 初産婦 経産婦

い 出産 い 育児経 無 母親 ン 響 い い

え 初産婦 子 育児 大変 感 子 育

児 行 い 経産婦 複数 子育 あ 指摘 い 武 林

藤 2013 初産婦 経産婦 い 育児経 い 内容

異 伴う ン い 考え  

出産様式 妊治療 現 授乳方法 内容 い 産 母親 ン 響

い 特 妊治療 い 近 妊治療 治療成績 向

妊治療 身近 感 う 考え 妊治療 経

無 差 思わ 現 授乳方法 い 母親 希望 授

乳方法 あ う いう ン 響 い 能性 あ 思わ  

施設 利用 期 産 い 産 4 育児 担感 育児困 感

いう仮 利用 期 ン 増 い 利用

期 い 差 原因 あ いえ  

研究 対象者 齢 初産婦 経産婦 全国 均

い方 主 支援者 精神的 手段的 い方 わ

主 支援者 あ 回答 人 多 家族 9割 占 母 団 調査

い 産 支援者 あ 割 9割 あ 割 実母
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行研究 類似 い 坂梨 勝川 水 臼 鍋 2014 研究 対象者 あ 母親

約5割 孤立 家族 あ う 母親 産 以外 身近 得

い環境 あ 考え 方 自 親 居 い 妻方 居 人 主 支援者

自 親 あ 回答 人 い 渡 2012 身近 人的

効 感 い あ 拠 基 い 供

必要性 指摘 い 実母 い 場 産 育児 問

題 解決 い あ 出石 2014 産 母親 身近 得

門職 拠 基 い 得 要 あ 明

 

情報的 比較 人 近 人 親族以外 主 支援者 回

答 人 多 産 母親 親 親族 人 情報的支援 い

割 行研究 松崎 2011 様 結 あ ン ネ

ッ 利用 情報 得 いう 人的 い 主 支援 い 人 含

い 現 ン ネッ ュ ョン あ 情報 容

易 入手 乳児 母親 対象 子育 ン ネッ 利用

調査 岡 2013 母親 日常的 ン ネッ 利用

母親 育児方法 い 知 門家 意見 閲覧 い 理

満足度 方 自 育児 方 母親 う 育児

い 知 い いう 持 い 母親 母親 士 交流 環境 門家

わ い 人的 期待 い 報告 い 香春 2014

母親 何 理 人的 得 い場 補完 ン

ネッ 情報 得 い 察 う 母親 適 情報 活用

必要 あ 考え  

う 産 母親 精神的 手段的 情報的 い 門職 人的

拠 基 い 支援 必要 い いう 明  

 

2 ) 母親が受けた産後ケア 

Kolcaba 2003 ン 緩和 心 超越 対 状態 経 4

ン 身体的 ッ 的 社会文 的 環境的 い 満

自 強 い いう即 的 経 定義 手 満
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自 強 い いう経 視 い 研究

産 母親 身体的 精神的 回復 母親 家族 産 役割 遂

行 う わ あ 行わ う 支援 行う

定義 産 経 無 Kolcaba 手 満

自 強 い いう経 あ 手 あ 母親 う 捉え

い いう 視 母親 ン 響 産 い 析

結 母親 ン 響 い 産 産 回復 わ

あ 足浴 産 役割 遂行 う わ あ 子 わ

方 い 助言 2 目 あ  

足浴 い経 母親 ン 意 足浴

産 温罨法効 検証 行研究 い 温罨法 効 疲労 身体症状 緩

和 緊張 緩和 い 心身 ッ 効 あ 報告 い

西 2010 村 2008 山 2011 2013 産 疲労 調査

温熱療法 あ 療法 皮膚 え 触 激 効 筋弛緩効

あ 者 施術 快適温度 激 副交感機能 亢 心理的 効

あ 述 い う 足浴 温罨法 温熱療法 産 母親 身体

的 精神的 健康 回復 効 明 足浴 い経

母親 ン い いう 研究 結 裏付 あ 環境的 ン

い 足浴 経 母親 経 い い母親 ン

意 昇 い Kolcaba 2003 健康増 適 環境 ン 要

源 あ 個人 環境 間 相互作用 持 述 い 足浴

産 母親 母親 外的背 あ 環境的 ン 間 相互作用あ

考え 母親 経 あ 経 外的背 あ

環境的 ン ン 考え 様 環境的 ン

増 う 温度 音 調整 定 環境 い

母親 経 捉え 響 考え う 母

親 対 捉え方 環境的 ン ン 状態 相互 響

い 示唆  

子 わ 方 い 助言 経 母親 産 母親 ン

尺度 全体得 ン ッ 的 社会文 的 2
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ン 得 意 昇 い 子 人数 人 人以 う

子 否定的 捉え 感情 あ 山 藤 遠藤 2014 複数 育児 行う母親

母親 ン 母子 愛着形成 あ ッ 的 ン

ン い いえ 武 2013 産 1 母親

調査 母親 内容 複数 子育 い 協力

い 挙 い 母親 育児困 感 育児 担感 育児行動 対

満足度 連 あ 指摘 い 藤岡 藤 濱 2013 山 2014 う

性 新 い家族 増え 伴う家族 調整 響 母親

自 心 ン 母子 愛着形成 響 考え 産 母親

社会文 的 ン ッ 的 ン 密接 い

察 回 社会文 的 ン ッ 的 ン 間 意

相 子 わ 方 い 助言 経 あ

母親 社会文 的 ン ッ 的 ン

結 ン 全体 増 考え  

回 母親 ン 響 い 産 い 手 あ

母親 う 捉え い 対 あ い

いう母親 即 的 経 視 析 あ い

いう産 経 無 析 結 母親 ン 響

い 産 内容 手 あ 母親 う 捉え い

視 析 産 回復 わ あ 足浴 産 役割 遂行

う わ あ 子 わ 方 い 助言 2 あ 産

無 産 役割 遂行 う わ あ 自宅 帰 家

調整 い 助言 子 わ 方 い 助言 赤 成

長 助言 3 あ 析 母親 ン 響 い 産

内容 い あ い 以 考察  

手 あ 母親 う 捉え い 視 析 産

回復 わ あ 足浴 産 役割 遂行 う わ あ

子 わ 方 い 助言 2 母親 ン 響 い

身体的 症状 緩和 緊張 緩和 う 足浴 新 い家族

増え 伴う家族 調整 子 わ 方 い 助言 産
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母親 体的 緩和 あ う 産 回復 わ

あ 足浴 産 役割 遂行 う わ あ 子 わ

方 い 助言 母親 体的 緩和 いう即 的 経

識 手 あ 母親 ン 響 い 考え

 

方 あ い いう産 経 無 産

役割 遂行 う わ あ 自宅 帰 家 調整

い 助言 子 わ 方 い 助言 赤 成長

助言 3 母親 ン 響 い 自宅 帰 家 調整

い 助言 赤 成長 助言 子 成長発 応

生 子育 母親 役割変 対 あ 育児 行

い 母親 生 思わ 対 あ いえ

現 生 い 体的 満 即 的 経 いう 起 う 育児

漠然 対応 あ ン 3 状態 あ

緩和 状態 心 状態 響 い 考え 子 わ 方

い 助言 い 産 母親 体的 緩和 あ

対 母親 捉え方 連 い 経 無 連 い

育児 行う母親 抱え 思わ 育児 漠然 対

識 い い 考え  

以 現 生 い 体的 緩和 う あ 足浴

子 わ 方 い 助言 母親 ン 響 連要因 あ

明 自宅 帰 家 調整 い 助言 子

わ 方 い 助言 赤 成長 助言 い 育児

行 い 母親 生 思わ 漠然 対 あ 産 役割

遂行 う わ 母親 ン 響 連要因 あ 明

 

 

3 ) 母親のコン を高 産後ケアへの示唆 

研究 Kolcaba ン 理論 着目 母親 育児 肯定的 捉え 育児 楽

い 感 状態 産 母親 ン 定義 研究1. 産 母親 ン
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尺度 開発 行い 研究2. 産 母親 ン 響 連要因 い

母親 基 的属性 母親 産 捉え方 析  

産 母親 ン 響 い 目 基 的属性 あ 施設

利用日数 職業 あ 産 母親 ン 響 い 産 足浴

赤 成長 助言 子 わ 方 い 助言 自宅

帰 家 調整 い 助言 あ 方 助産師

5 目 あ 研究 調査 目 あ 母親 産 内容 産 概念

析 属性部 出 属性部 産 回復 わ 産 役

割 遂行 う わ 向 支援 3 い

回 産 母親 ン 意 連 あ 産 う 足浴 産 回復

わ 赤 成長 助言 子 わ 方

い 助言 自宅 帰 家 調整 い 助言 あ 方 助産

師 産 役割 遂行 う わ 出

あ 社会資源 活用 的 目指 向 支援

い 産 母親 ン 意 連 示 産 6 以 母親 対象

主体的 育児 実現 調査 島 2015 産 6 以 母親 子

預 保育 等 地域 社会資源 活用 疲労回復感 得

い子育 実現 い 能性 あ 述 い 方 産 4

母親 対象 行研究 産 4 母親 望 睡 休養 身体

的 疲労回復 門職 授乳指 育児指 い 体的 応 育児支援

あ 指摘 松崎 2014 坂梨 2014 松永 2008 産 4 母

親 睡 休養 身体的 疲労回復 門職 授乳指 育児指 い

産 回復 わ 産 役割 遂行 う わ 満

ン 要 あ 考え 子

預 保育 等 地域 社会資源 活用 疲労回復感 得

い 産 6 以 母親 比較 産 4 母親 社会資源 活用

的 目指 向 支援 睡 休養 身体的 疲

労回復 門職 授乳指 育児指 い 産 回復 わ 産

役割 遂行 う わ 優 あ 示唆 産

6 以降 母親 い子育 実現 疲労回復 響 い
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いう指摘 あ 島 2015 産 回復 わ 産 役

割 遂行 う わ 産 4 以降 行わ 育児 肯定的 捉

え 育児 楽 い 感 母親 ン 状態 うえ 要 あ いえ

子 成長発 応 生 様々 課題 対応 求 母親

産 目 い支援 行う 社会資源 活用 的 目指

向 支援 母親 い子育 実現 要 産 あ 考え

睡 休養 身体的 疲労回復 門職 授乳指 育児指 い 産

回復 わ 産 役割 遂行 う わ 併 産

目 い支援 行う 社会資源 活用 的 目指

向 支援 行わ 産 母親 い育児 実現 要 あ

示唆  

産 前 母親 ン 状態 意 連 見 目 基

的属性 施設 利用 期 産 数 1 目 あ 産 0 1 産

前 母親 育児 肯定的 捉え 育児 楽 い 感 ン 状態

産 期 行わ 必要性 明 府 産 母親 育児 等

児童虐待 問題 わ い 指摘 う 少子 機突破 緊急対策 い

産 3～4 母子 対 必要 支援 行わ 目的 産 強

挙 内 府 2013 2015 度 地域 目 い妊娠 出産支援 更

強 目的 妊娠出産包括支援 業 示 い 内 府 2015 厚生労働省 産

期 支援体 充実強 虐待予防 視 要 あ 産 期

産 行わ 必要性 指摘 い 研究 対象者 あ 産 0 1 母

親 育児 肯定的 捉え 育児 楽 い 感 ン 状態 期

母親 身体的 精神的 疲労 育児 育児 担感 強 虐待

い 考え 産 期 産 開始 母親 育児 育児

担感 緩和 育児 肯定的 捉え 育児 楽 い 感 ン 状態

虐待 軽減 い 考え  

 

5 結論 

研究 目的 Kolcaba ン 理論 着目 母親 育児 肯定的 捉え 育児 楽

い 感 状態 産 母親 ン 定義 産 母親 ン
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尺度 開発 産 母親 ン 響 連要因 明 あ

研究1 産 母親 ン 測定 産 母親 ン

尺度 開発 研究2 開発 産 母親 ン 尺度 用い 母親

ン 響 連要因 い 明  

産 母親 ン 尺度 産 母親 身体的 ッ 的 社会文 的

環境的 4 ン 29 目 構成 信頼性 妥当性

信頼性 い 産 母親 ン 尺度 全体 各 ン

Cronbach’s α 値 い 信頼性 あ 尺度 あ 確 妥当性 い

内容妥当性 基準 連妥当性 構成概念妥当性 検討 産 母親 ン 尺度 産

母親 ン 測定 確  

研究1 開発 産 母親 ン 尺度 用い 産 母親 ン

響 連要因 い 析 結 母親 ン 響 い 施設

利用日数 2 以 5 満 あ 職者 あ あ 産 母親 緩和

心 超越 満 連要因 あ 産 内容 産 回復 わ

あ 足浴 産 役割 遂行 う わ あ 赤

成長 助言 子 わ 方 い 助言 自宅 帰 家 調整

い 助言 あ 方 助産師 5 目 あ  

 

第 章 母性看護実践への示唆 

研究 Kolcaba ン 理論 着目 母親 育児 肯定的 捉え 育児 楽 い

感 状態 測定 産 母親 ン 尺度 開発 自己効力感

母親 育児 肯定的 捉え 育児 楽 い 感 愛着感情

う 産 あ 方 検討 結 産 母親 ン 響 基

的属性 産 内容 明 母親 ン 響 い

基 的属性 施設 利用日数 2 以 5 満 あ 職者 あ あ

母親 ン 響 い 産 内容 足浴 赤

成長 助言 子 わ 方 い 助言 自宅 帰 家 調整

い 助言 あ 方 助産師 5 あ  

産 際 施設 利用日数 2 以 5 満 あ 最 効 的 あ

明 産 母親 身体的 精神的 疲労 回復 い 育児 開始
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い 休息 ッ う 優 度 い あ 門家 助言

得 施設 い 宿 産 母親 休息 ッ うえ

効 的 あ いえ 際 母親 助産師 いう う

性 実感 母親 ン 要 あ いえ 複数

供者 う 誰 い いう わ 方 手 供者

性 構築 い いう指摘 あ 竹村 村 砂 箕浦 2008 母親 施設 利

用期間 長期 場 供者 母親 対 性 性 損 わ い う

配慮 求  

職者 業主婦 あ 母親 ン 増 職業 母

親 業主婦 あ 母親 比較 母乳育児 断念 得 い い 産 社会復帰

課題 あ ン 状態 い 考え 女性 社会

出 考え 職者 母親 割 増 予測 母乳育児 断念

得 い い 母親 い育児 実現 い 母親 自 心 ン

愛着形成 内的 識 あ ッ 的 ン わ あ 考え

回 母親 ッ 的 ン い 産 内容 赤

成長 助言 子 わ 方 い 助言 あ 方 助産師

あ 社会復帰 母乳育児 断念 得 い

い子育 実現 い 能性 あ 職者 母親 赤 成長 助

言 子 わ 方 い 助言 あ 方 助産師

い ッ 的 ン う 産 行わ 要 あ

 

産 内容 い 足浴 赤 成長 助言 子

わ 方 い 助言 自宅 帰 家 調整 い 助言 あ

方 助産師 5 目 産 母親 ン 連要因 あ

産 回復 わ 産 役割 遂行 う わ

あ う わ 満 育児 担感 育児困 感 感 いわ

い 産 4 満 母親 ン 明 近 出産 療施設

産 入院期間 短縮 家族 地域 性 希薄 い 母子 社会

環境 産 母親 周 得 孤立 い 足浴

赤 成長 助言 子 わ 方 い 助言 自宅 帰
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家 調整 い 助言 あ 方 助産師 い 産

回復 わ 産 役割 遂行 う わ 人的

行う 育児 肯定的 捉え 育児 楽 い 感 ン 状態 産 母親

孤立感 緩和 要 あ  

産 前 母親 ン 状態 基 的属性 連 い 明

産 前 尺度得 基 的属性 連 い 析 産 母

親 ン 響 い 基 的属性 施設 利用 期 産 数 あ 産

0 1 母親 産 3 母親 比較 意 ン 産 0 1

期 出産 療施設 産 期退院 帰 自宅 戻 期 あ 育児環境

変 期 あ 産 0 1 焦 当 期 産 開始

要性 明 現 産 標榜 施設 急増 あ

方 多種多様 あ 母親 育児 肯定的 捉え 育児 楽 い 感 う 支援

行う 供者 母親 抱え 様々 把握 必要 あ 産

期 わ 子 成長発 応 生 様々 課題 対応 母親 対 自 意思

決定 必要 社会資源 選択 活用 母親 主体的 自 育児 行え う

健康 索行動 うえ 要 あ 産 0 1 以降 母親 状態 見据え

産 期 期 母親 育児 肯定的 捉え 育児 楽 い 感 う

目 い産 開始 あ  

 

第 章 本研究 おけ 限界 課題 

研究 目的 Kolcaba ン 理論 着目 母親 育児 肯定的 捉え 育児 楽

い 感 状態 産 母親 ン 定義 産 母親 ン 響

連要因 母親 基 的属性 母親 産 析  

回 地域 い 産 4 満 母子 対象 産 実施 い 1施設 研究

行 研究 対象 母親 家族 割 均 齢 全国 均 い傾向

あ 育児 育児 担感 大 い 団 あ 考え 研究対象施設 都 部

置 い 子育 世代 転入 増 傾向 あ 地域 あ 研究 結 う

地域 特性 響 考え 研究対象施設 広 調査 行う

様々 背 母親 ン 増 目指 産 い 検討

必要 あ  
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研究 産 対 母親 捉え方 母親 ン 響

い 析 産 捉え方 響 考え 育児 母親 主観

ン 連 い 検討 い い 開発 尺度 使用 母親

ン 状態 産 施設 あ 方 評価 母親 主観的 状態 ン

響 い 検討 必要 あ  

回 Kolcaba 2003 手 満 自 強

い いう経 視 ン 理論 背 理論 母親 育児 肯定的

捉え 育児 楽 い 感 状態 産 母親 ン 定義 産 母親 ン

要因 析 Kolcaba ン 4 ン 身体的

ッ 的 社会文 的 環境的 い 3 緩和 心 超越

満 自 強 いう即 的 経 定義 い 2003 緩和

体的 ン 満 状態 あ 心 静 満足 状態

あ 充実感 穏 う 長 持 状態 いう 超越

問題 痛 克服 状態 あ 手 う

勇気 状態 あ 産 概念 析 帰結部 産 母親

ン 4 ン 3 い 捉え

研究 産 母親 ン 4 ン 身体的 ッ 的 社会

文 的 環境的 母親 ン 状態 い 明 3

あ 緩和 心 超越 い 連 体 あ 明確

い Kolcaba 2003 緩和 心 超越 連 体 あ 捉え 母親 ン

状態 観察 Kolcaba 2003 手 最 要 以前 比

較 ン 増 あ 特 ン い

現場 手 ン 増 優 あ い 研究

研究対象施設 産 母親 ン い 団 あ 考え

回 前 ン 状態 比較 産

母親 ン 緩和 心 超越 状態 産 連 い 新

析方法 研究 行う ン 増 産 あ 方 検討 課題

あ  
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第Ⅷ章 本研究の総括 

Kolcaba ン 理論 ン 3 状態 緩和 心 超越

4 ン 身体的 ッ 的 社会文 的 環境的 い 満

自 強 い いう即 的 経 あ 定義 手 満

自 強 い いう経 視 い 研究 目的

Kolcaba ン 理論 着目 母親 3 緩和 心 超越 4 ン

身体的 ッ 的 社会文 的 環境的 い 満 状態 産

母親 育児 肯定的 捉え 育児 楽 い 感 状態 わ 産 母親 ン

定義 手 あ 産 母親 ン 響 連要因 明

あ 研究1 ン 理論 基 い 産 母親 ン 尺度

仮 作成 信頼性 妥当性 検証 産 母親 ン 尺度 開発 行

研究2 研究1. 開発 産 母親 ン 尺度 用い 産

母親 ン 響 連要因 い 析  

産 母親 ン 尺度 地域 駆的 質 い産 実績 あ 施設 利

用 い 母親 研究対象 選定 尺度 信頼性 妥当性 支持 産

質 評価 うえ 用性 い指標 あ 考え 2013 6 府 産

強 挙 産 標榜 施設 数 急増 い 現 産 い

明確 定義 い い 実施主体 多様 あ 産 考え方

伴う 内容 行う 期 供者 い 多様 実態 あ 研究 開

発 産 母親 ン 尺度 用い 多様 実態 あ 産 施設

い 母親 ン 状態 育児 肯定的 捉え 育児 楽 い 感 う 状態

測定 能 研究 成 産 施設 質 評価 検討 いう

い わ 国 産 質 向 寄 あ 考え  
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図 1. コン の分類構造 
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   図 2. 産後ケア の構成概念 産後ケアの概念分析の結果  
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概念 析 帰結

カテ カテ 内容

退行性変化 進 .産後 体力 回復 い い 思う

マイナ ト 緩和
.身体 痛 あ
.私 今 便秘 あ
.食事 作 身体的 苦痛 あ

身体的緊張 緩和

.私 身体 今 ックス い

.睡眠不足 あ
.身体的 疲労 あ 育児 大変 感
.産後 自 健康 思わ い
.肉体的 疲労 強い
.育児 体力 十 あ

母乳 泌 増加

母乳 泌 進 う 乳 状
態 変化

自己効力感 高
.私 子 役 立 い 思う
.今 授乳方法 満足 い

自己肯定感 獲得

. 自 自信

.母親 あ 私 人生 価値あ 思う
.私 周囲 公平 扱わ い 思う
. 雰囲気 私 勇気 け く
.自 スト 尽くせ い
.自 育児 や 方 いい 思え
.今 自 自 く い 感

母子相互作用 進
.子 少 離 い 思う
.私 子 様子 う く対応 い

対児感情 高
.子 わいい 思え い
.子 一緒 い 気 落 着 い

適 育児方法 選択 . う 育児 い く い

他 母親 交流や育児 関
情報交換

.他 母親 う 育児 い 知 い
.他 誰 育児以外 話 い

家族 負担 軽減 .家族 迷惑 け く い

ケア 対 満足感 ケア 対 満足感
. 育児 専門家 い い
.育児 い 情報 ほ い
. 子 全 場 あ 思う

心地 気 転換

. 居心地 い環境 あ

. 音 休 い

.自 以外 人 関わ 楽 い 感

. 場 い い 思わ い

. 部屋 室温 う 良い

. 環境 心 休

.私 び 時間 過 せ い

不 抑う 軽減

私 イバシ 十 い
. 場 心感 あ
. 育児 不 あ
.私 今 心配 あ
.今後 う くや いけそう あ

精神的 支え 存在 対
心感

.私 必要 時 頼 人 い

.困 助け く 人 い
.愛 い 元気
.私 辛 誰 く い
.あ 自 見せ 人 い
.友人や家族 私 気 け く

産後 母親 ン ォ ト尺度 仮 質問項目

図3. 産後ケアの概念分析の帰結部分 抽出し 産後の母親のコン ォ ト尺度 仮 の質問項目
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図4. 産後の母親のコン 尺度 仮 おけ コン の分類構造 
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9:00   受付け開始 

    務職員 施設 来 母親 施設 窓 研究 協力 願い 資

料 3-1 配 う  

    付 終わ 母親 多目的 移動 い 研究 協力 願

い 資料 3-1 う  

 

10:00   施設の助産師 よ  

ン ション開始 

 

10:30   施設の助産師 よ  

ン ション終了 

    付 ン ョン終了 間 研究 協力 願い

資料 3-1 い 研究 参 母親 施設 助産師

伝え う  

    研究 参 母親 施設 助産師 研究 協力 い 資

料 4-1 調査票 あ 産 母親 ン 尺度 仮 属性

資料 5 調査票 あ 日 語 PSI 配 う  

    母親 居 移動  

    昼食 自 間 間 調査票 あ 産 母親 ン 尺度

仮 属性 資料 5 回答 う 調査票 回答 間

均 10 以内 あ  

    調査票 尺度 特性 即 的 状態 測定 あ 施設 助産師

ン ョン 終了 昼食 自 間 記載 う

調査票 調査票 筒 入 回答 期 正確 伝わ

う 筒 前面 記載  

 

12:00   昼食 

    入 当日 昼食 調査票 施設内 設置 回 箱 出

う  

 

13:00   ケアの開始 

 

退所時  施設 退 調査票 日 語 PSI 回答 施設内 設

置 回 箱 出 う  

 

 

図 5. 研究対象者の ク タ収集の流 つい 研究 1   
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図 6. 研究 2の概念枠組み 

出産 伴う心身の疲労や変調  

授乳や育児の開始 伴うストレス  

出産や育児を まく環境  

調査 目  

齢 妊娠 出産 家族構成  

育児支援者 目  

施設 利用 目 

母親役割の獲得 受容  

母親役割遂行 向けた身体的調整  

精神的 安楽の経験  

測定 目  

産 母親 ン 尺度  

産後の回復を促進す 関わ  

〇産後の身体的特徴 対応 た の 

調査項目：母親 受け 産後 ア  

便秘 予防 方法 い  

産 適 食生活 指  

乳 ッ  

 

〇母親の休息や クゼ ションを 

優先 た関わ  

調査項目：母親 受け 産後 ア  

手足 全身 ッ  

足浴 

助産師 赤 預  

 

休息 睡 い う 

配慮 

 

〇産後の精神的特徴 配慮 た 

情緒的 関わ  

調査項目：母親 受け 産後 ア  

あ 思い 助産師  

聴い  

ン ン  

ン  

 

産後 おけ 役割を遂行 き よう 関わ  

〇育児や授乳 関 支援  

調査項目：母親 受け 産後 ア  

乳 ッ 方法 い  

母乳 間 調節 い  

 

〇児の成長発達 関 ケアや情報提供 

調査項目：母親 受け 産後 ア  

赤 状態 観察 方法 い  

赤 成長 助言 

育児用品 使い方 助言 

 

〇母子愛着形成を 進 た の関わ  

調査項目：母親 受け 産後 ア  

赤 抱 方  

あ 方 い  

 

〇母親への意思決定支援 

調査項目：母親 受け 産後 ア  

あ 方 助産師  

 

 

〇家族関 の調整 

調査項目：母親 受け 産後 ア  

自宅 帰 家 調整

い 助言 

子 わ 方 い  

助言 

ケアの 向けた支援  

〇地域や行政 おけ 支援体制の構築 

調査項目：母親 受け 産後 ア  

施設以外 育児支援

供 い 施設

情報 供 

自 暮 い 地域

育児支援 情報 供 

定 自 支え  

機 等 紹  

 

〇母親同士の交流を 進 関わ  

調査項目：母親 受け 産後 ア  

施設 利用

母 交流 い  
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助産師 産後ケア すべ 終了し 後 回答し も い

入所 帰宅

～

産後 ア 開始
施設 産後 ア

産後 ア 終了

産後ケアの開始前 当日の昼食 回答し も い

昼食終了後 提出し も う

調査票Ⅰ 白色

  退所時 提出し も う

図7-1. 調査の ケ ュ い 研究2

調査票Ⅱ 黄色
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9:00   受付け開始 

    務職員 施設 来 母親 施設 窓 研究 協力 願い 資料 7-

1 配 う  

    付 終わ 母親 多目的 移動 い 研究 協力 願い 資

料 7-1 う  

 

10:00   施設の助産師 よ  

ン ション開始 

研究者 母親 対 施設 利用 母 方 明内容 い 資

料 7-2 沿 明 研究協力依頼 内容 い 補足 明 必要

場 研究 補足 明 資料 資料 7-3 内容 沿 明  

 

10:30   施設の助産師 よ  

ン ション終了 

    研究 参 意思 あ 母親 研究者 伝え う  

    研究 参 意思 あ 母親 研究者 研究 協力 い 資料 8-

1 調査票 あ 産 母親 ン 尺度 属性 資料 9-1 調査票

あ 産 母親 ン 尺度 属性 母親 資料 9-2

配  

    母親 居 移動  

    昼食 自 間 間 調査票 あ 産 母親 ン 尺度 属

性 資料 9-1 回答 う 調査票 回答 間 均 4 あ  

 

12:00   昼食 

    入 当日 昼食 調査票 施設内 設置 回 箱 出 う  

 

13:00   ケアの開始 

 

    施設 の産後ケア  

 

退所時  産 終了 母親 居 調査票 あ 産

母親 ン 尺度 属性 母親 資料 9-2 回答

い 退 施設内 設置 回 箱 出 う 調査票 回答 間

均 5 あ  

 

 

図 7-2. 研究対象者の ク タ収集の流 つい 研究 2   
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表1.母親の基本的属性

人数 ％
226 (100)

初産 166 (73.5)

経産 60 (26.5)

正常 娩 104 (46.0)

無痛 娩 50 (22.1)

吸引 娩  16 (  7.1)

帝王 開 55 (24.3)

無回答  1 (  0.5)

あ 75 (33.2)

149 (65.9)

無回答  2 (  0.9)

母乳 88 (38.9)

混合 133 (58.9)

5 (  2.2)

あ 55 (24.3)

多少あ 15 ( 6.6)

154 (68.2)

無回答  2 (  0.9)

職者 145 (64.2)

専業主婦 78 (34.5)

無回答  3 (  1.3)

0 68 (30.1)

1 56 (24.8)

2 46 (20.3)

3 45 (20.0)

無回答  11 (  4.8)

夫方 居 14 (  6.2)

妻方 居  4 (  1.8)

夫方隣居  6 (  2.7)

妻方隣居  9 (  4.0)

夫方近居 33 (14.6)

妻方近居 27 (11.9)

孤立核家族 129 (57.0)

無回答  4 (  1.8)

現在の授乳方法

出産前の育児経験

職業

施設の利用時期 産後

現在の住 い方

全体

出産歴

出産様式 

不妊治療



70 

 

尺度項目 負荷量 I-T 尺度項目 負荷量 I-T

* 0.800 0.781 5 こ 自 自信 0.771 0.751

28 後 うまく いけそう あ 0.762 0.746

* 17 肉体的 疲労 強い 0.791 0.772 * 24 う 育児 い く い 0.725 0.715

* 12 産後 自 健康 思わ い 0.761 0.753 11 私 子 様子 うまく対応 い 0.703 0.687

* 29 産後 体力 回復 い い 思う 0.708 0.724 * 14 こ 育児 不安 あ 0.702 0.695

22 育児 体力 十 あ 0.702 0.687 21 自 育児 方 いい 思え 0.696 0.676

1 私 身体 ッ い 0.612 0.614 2 私 子 役 立 い 思う 0.667 0.650

16 食事 作 こ 身体的 苦痛 あ 0.594 0.602 7 母親 あ 私 人生 価値あ 思う 0.640 0.640

* 4 睡眠不足 あ 0.586 0.582 * 25 自 自 く い 感 0.638 0.663

* 9 身体 こ 痛む こ あ 0.578 0.617 * 15 私 心配 こ あ 0.620 0.616

* 27 子 一緒 い 気 落 着 い 0.616 0.653

19 自 ベ ト 尽くせ い 0.571 0.574

* 23 子 わいい 思え い 0.529 0.536

* 26 子 少 離 い 思う 0.542 0.582

20 ここ 環境 心 休ま 0.884 0.873

18 ここ 雰囲気 私 勇気 け く 0.876 0.873

13 こ 場 安心感 あ 0.818 0.831 3 私 必要 頼 人 い 0.962 0.962

8 ここ 居心地 い環境 あ 0.811 0.800 6 困 助け く 人 い 0.962 0.962

表2. 産後の母親のコン ォ ト尺度 の主成分分析結果

身体的コンテク ト 9項目 サイコ ット的コンテク ト 4項目

社会文化的コンテク ト 項目

環境的コンテク ト 4項目

* 逆転項目

身体的 疲労 あ 育児 大変

感

10
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社会文化的

サイコ ット的 0.525 **               ―

環境的 0.222 **    0.190 **         ―

社会文化的 0.312 **    0.467 **         0.186 *  ―

身体的
サイコ

ット的
環境的

         * p＜0.05 **＜0.01

表3.コンテク ト間の相関
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尺度合計点 -0.432 ** -0.457 ** -0.286 ** -0.598 ** -0.487 ** -0.603 ** -0.340 ** -0.529 **

コンテク ト

-0.325 ** -0.286 ** -0.224 ** -0.3778 ** -0.295 ** -0.432 ** -0.111 -0.579 **

サイコ ット的 -0.446 ** -0.473** -0.196** -0.711** -0.547** -0.631** -0.437** -0.391**

環境的 -0.039 -0.101 -0.104 -0.015 -0.038 -0.099 -0.112 -0.052

社会文化的 -0.320 ** -0.413** -0.428** -0.250** -0.368** -0.310** -0.172 * -0.339**

尺度合計点 -0.298 ** -0.370 ** -0.349 ** -0.262 ** -0.244 ** -0.370 ** -0.351 ** -0.630 **

コンテク ト

身体的 -0.280 ** -0.235 ** -0.188 ** -0.145 * -0.203 * -0.279 ** -0.263 ** -0.439 **

サイコ ット的 -0.279 ** -0.405** -0.390** -0.284** -0.209** -0.377** -0.323** -0.642**

環境的 -0.160 * -0.114 -0.128 -0.100 -0.088 -0.121 -0.145 * -0.113

社会文化的 -0.203 ** -0.137 * -0.196** -0.154 * -0.108 -0.134 * -0.159 * -0.400**

P1 : 親役割 生 規制 P2 : 社会的孤立 P3 : 夫 関係 P4 : 親 能さ P5 : 抑う 罪悪感

P6 : 退院後 気落 P7 : 子 愛着 感 くい P8 : 健康状態

C7

表4. 産後の母親のコン ォ ト尺度 PSIの相関

P6

日本語版PSIの 位尺度＜子 もの側面＞
PSI合計

身体的

                              日本語版PSIの 位尺度＜親の側面＞

P7 P8P1 P2 P3 P4 P5

** ＜0.01*p ＜0.05

C1 C2 C3 C4 C5 C6

部 産後 母親 コン ォ ト尺度 コンテ ト 相応 日本語版PSI 位尺度 相関

C1 : 親 喜ばせ 反応 少 い C2 : 子 機嫌 悪さ C3 : 子 期待通 い い C4 : 子 気 散 い/多動

C5 : 親 ま う/人 慣 くい C6 : 子 問題 感 C7 : 刺激 敏感 反応 / 慣 くい
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第 因子 第 因子 第 因子 第 因子

身体的コンテク ト

17 肉体的 疲労 強い 0.853 -0.076 -0.037 0.018

10 身体的 疲労 あ 育児 大変 感 0.761 -0.041 0.154 0.018

9 身体 こ 痛む こ あ 0.663 -0.314 0.074 0.169

29 産後 体力 回復 い い 思う 0.656 -0.094 0.102 0.104

4 睡眠不足 あ 0.654 0.113 -0.249 0.017

12 産後 自 健康 思わ い 0.618 0.181 0.142 -0.031

16 食事 作 こ 身体的 苦痛 あ 0.571 0.137 0.000 -0.105

22 育児 体力 十 あ 0.438 0.269 0.132 0.171

サイコ ット的

21 自 育児 方 いい 思え -0.066 0.823 -0.109 -0.066

11 私 子 様子 うまく対応 い -0.109 0.803 -0.011 -0.109

24 う 育児 い く い 0.103 0.773 -0.112 0.103

5 こ 自 自信 持 -0.045 0.728 0.160 -0.045

2 私 子 役 立 い 思う -0.179 0.680 0.158 -0.179

28 後 うまく いけそう あ 0.139 0.670 0.138 0.139

14 こ 育児 不安 あ 0.383 0.623 -0.073 0.383

19 私 ベ ト 尽くせ い -0.208 0.570 0.124 -0.208

15 私 心配 こ あ 0.365 0.530 -0.080 0.365

* 6 困 助け く 人 い  0.075 0.463 0.195 0.076

* 1 私 身体 ッ い 0.380 0.421 -0.009 0.380

* 3 私 必要 頼 人 い 0.040 0.356 0.266 0.040

社会文化的

* 26 子 少 離 い 思う 0.195 -0.098 0.765 -0.087

* 27 子 一緒 い 気 落 着 い 0.099 0.054 0.728 -0.117

* 23 子 わいい 思え い -0.079 0.027 0.720 0.050

* 7 母親 あ 私 人生 価値あ 思う -0.195 0.272 0.667 0.088

* 25 自 自 く い 感 0.175 0.233 0.492 0.029

環境的

20 ここ 環境 心 休ま 0.035 0.032 -0.115 0.882

18 ここ 雰囲気 私 勇気 け く 0.028 0.034 -0.020 0.871

13 こ 場 安心感 あ 0.024 -0.109 0.176 0.784

8 ここ 居心地 い環境 あ 0.111 0.126 -0.079 0.774

因子間相関 第 因子 － 0.340 0.339 0.141

第 因子 － 0.419 0.137

第 因子 － 0.170

第 因子 －

産後 母親 コン ォ ト尺度 確認的因子 析 主因子法 Proma 回転

* コンテ ト 移動 項目

因子負荷量

表5. 産後の母親のコン ォ ト尺度 の確認的因子分析
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人数 ％

107 (100)

初産 78 (72.9)

経産 29 (27.1)

正常 娩 48 (44.9)

無痛 娩 24 (22.4)

吸引 娩  9 (  8.4)

帝王 開 25 (23.4)

無回答  1 (  0.9)

あ 36 (33.7)

70 (65.4)

無回答  1 (  0.9)

母乳 35 (32.7)

混合 65 (60.8)

6 (  5.6)

無回答  1 (  0.9)

あ 25 (23.4)

多少あ 12 (11.2)

69 (64.5)

無回答  1 (  0.9)

職者 70 (65.4)

専業主婦 36 (33.7)

無回答  1 (  0.9)

0 42 (39.2)

1 22 (20.6)

2 22 (20.6)

3 21 (19.6)

4泊 10 ( 9.3)

5 3 ( 2.8)

6 14 (13.1)

7 1 ( 0.9)

16泊 1 ( 0.9)

夫方 居 3 (  2.8)

妻方 居  5 (  4.7)

夫方隣居  4 (  3.7)

妻方隣居  4 (  3.7)

夫方近居 22 (20.6)

妻方近居 10 (  9.4)

孤立核家族 56 (52.3)

無回答 3 (  2.8)

不妊治療

表6.母親の基本的属性

全体

出産歴

出産様式

現在の授乳方法

出産前の育児経験

職業

施設の利用時期 産後

施設の利用日数

現在の住 い方

31 (29.0)

1泊 13 (12.2)

2泊 18 (16.8)

3泊 16 (15.0)

0泊
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主 支援者 0 1 2 3 0 1 2 3 0 1 2 3 0 1 2 3 0 1 2 3 0 1 2 3 0 1 2 3

夫 2 2 3 1 1 2 8 6 3 2 2 3 2 18 9 6 14 84 (80.8)

夫の親 1 1  1.0

自分の親 1 1 1 1 1 4 9  8.6

親以外の親族 1 1  1.0

近所の人 0  0.0

友人 1 1 2 4  3.8

の他 1 1  1.0

い い 1 1 2  1.9

無回答 1 1 2  1.9

夫 1 2 2 1 1 2 1 6 5 3 2 2 1 3 2 20 10 7 11 82 78.8

夫の親 1 1 1 3  2.9

自分の親 1 2 2 1 1 1 3 1 12 11.5

親以外の親族 0  0.0

近所の人 0  0.0

友人 1 1  1.0

の他 1 1  1.0

い い 1 1 2  1.9

無回答 1 1 1 3  2.9

夫 1 1 1 3  2.9

夫の親 1 1 2  1.9

自分の親 1 1 1 2 2 1 1 2 5 2 3 2 23 22.1

親以外の親族 1 1 1 1 1 2 1 2 10  9.6

近所の人 1 1 2  1.9

友人 1 1 1 1 1 1 3 3 2 1 1 1 1 2 12 4 5 5 46 44.2

の他 1 1 1 1 1 1 2 1 2 11 10.6

い い 1 2 1 2 6  5.8

無回答 1 1  1.0

表7.サポ ト別 住 い方 主 支援者の関係

精
神
的
サ
ポ
ー

ト

手
段
的
サ
ポ
ー

ト

情
報
的
サ
ポ
ー

ト

n=104

住 い方 産後 数

合計 ％夫方同居 (3) 妻方同居 (5) 夫方隣居 (4) 妻方隣居 (4) 夫方近居 (22) 妻方近居 (10) 核家族 (56)
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人数 ％ ケア前 ケア後 差 ケア後-ケア前

107 (100) 105.49±17.03 127.60±16.20 22.11±13.37

初産 78 (72.9) 105.82±17.00 126.46±16.16 20.64±13.42

経産 29 (27.1) 104.59±17.39 130.66±16.33 26.07±12.64

正常 娩 48 (45.3) 105.83±15.27 127.88±16.45 22.04±14.29

無痛 娩 24 (22.6) 104.83±19.88 125.54±15.86 20.71±12.93

吸引 娩  9 (  8.5) 100.78±14.07 121.89±10.37 21.11±14.05

帝王 開 25 (23.6) 107.40±19.12 131.24±17.94 23.84±12.58

あ 36 (34.0) 108.17±18.39 131.81±17.79 23.64±12.22

70 (66.0) 104.20±16.37 125.49±15.13 21.29±14.03

母乳 35 (33.0) 103.57±20.37 127.71±14.54 24.14±12.86

混合 65 (61.3) 107.45±15.05 128.85±16.99 21.40±14.24

6 (  5.7) 96.50±15.79 114.00±13.87 17.50±3.21

あ 25 (23.6) 102.68±16.62 129.56±16.37 26.88±13.52

多少あ 12 (11.3) 112.83±19.97 128.83±18.61 16.00±18.92

69 (65.1) 105.17±16.66 126.65±16.01 21.48±11.87

職者 70 (66.0) 107.06±16.76 127.07±15.17 20.01±11.82

専業主婦 36 (34.0) 102.33±17.60 128.58±18.44 26.25±15.48

0 42 (39.2) 102.60±12.68 124.90±13.29 22.31±13.47

1 22 (20.6) 100.32±17.58 124.77±20.01 24.45±13.38

2 22 (20.6) 106.36±19.12 129.00±16.00 22.64±13.00

3 21 (19.6) 115.76±18.46 134.48±16.26 18.71±13.85

0泊 31 (29.0) 107.84±19.46 125.58±17.63 17.74±11.36

1泊 13 (12.2) 116.00±17.03 135.77±17.66 19.77±12.48

2 18 (16.8) 106.33±16.22 133.67±12.50 27.33±13.51

3 16 (15.0) 102.56±11.19 131.31±13.31 28.75±11.50

4 10 ( 9.3) 93.30±18.05 120.00±16.25 26.70±15.10

5 3 ( 2.8) 119.33±7.02 134.33±2.08 15.00±5.57

6 14 (13.1) 100.21±11.70 118.14±14.34 17.93±16.52

7泊以 2 ( 1.8) 93.50±16.26 115.50±16.26 22.00±0.00

夫方 居   3 (  2.9) 111.33±25.17 136.00±20.22 24.67±7.23

妻方 居   5 (  4.8) 99.20±17.21 120.80±11.12 21.60±12.34

夫方隣居 4 (  3.8) 118.50±23.57 145.00±15.52 26.50±23.39

妻方隣居 4 (  3.8) 108.00±11.17 139.50±22.01 31.50±11.93

夫方近居 22 (21.2) 106.27±14.67 126.27±16.47 20.00±11.08

妻方近居 10 (  9.6) 97.70±19.53 126.90±20.63 29.20±11.97

核家族 56 (53.9) 105.25±17.12 126.66±14.66 21.41±13.08

注2) ：無回答 除い 数 そ 属性 総数

一元配置 散 析 意差 あ 場合 多重比較 Tuke 法 行

現在の住 い方 注2)

n.s.

注1) ：コン ォ ト 尺度得点 差 t検定 一元配置 散 析 検定

* p＜0.05 ,   **＜0.01 ,   ***＜0.001

n.s.

施設の利用時期 産後

n.s.

施設の利用日数

現在の授乳方法 
注2)

n.s.

出産前の育児経験 注2)

n.s.

職業 注2)

*

n.s.

表8. 産後の母親のコン ォ ト尺度 得点 基本的属性の関連

得点

p 値注1)母親の属性

M±SD

全体 ***

出産歴

n.s.

出産様式 注2)

n.s.

不妊治療 注2)
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母親 受け 産後 ア 人数 ア前 ア後
差

ア後- ア前

1 便秘 予防 方法 い n=107

11 109.64±14.81 134.18±17.83 24.55±16.39

く 5  96.00±11.60 118.60±14.48 22.60±9.89

経験 い い 91 105.51±17.44 127.30±15.96 21.79±13.25

2 産後 適 食生活 指導 n=107

18 103.78±17.50 130.06±20.54 26.28±12.18

く 6   98.00±7.64 117.17±10.19 19.17±6.24

経験 い い 83 106.40±17.39 127.82±15.37 21.42±13.90

3 手足 全身 ッサ n=107

く 1 106 119 13

4 足浴 n=107

経験 い い 59 108.47±19.16 130.53±15.95 22.05±12.96

5 助産師 赤 預 く こ  n=107

経験 い い 0

6 休憩 睡眠 い う 配慮  n=107

経験 い い 1 105 135 30

7 乳 ッサ  n=107

48 104.40±15.04 125.90±15.59 22.51±13.92

く 4 103.50±14.27 127.50±13.40 21.50±13.41

経験 い い 55 106.58±18.94 129.09±17.00 22.51±13.92

8 乳 セ ッサ 方法 い  n=107

34 104.12±12.91 126.56±14.48 22.44±11.52

く 6 104.50±14.88 122.83±14.51 18.33±20.35

経験 い い 67 106.27±19.08 128.55±17.24 22.28±13.71

9 母乳 量 時間 調節 い  n=107

87 104.87±16.38 127.62±16.28 22.75±14.02

く 11 100.91±12.90 119.09±10.31 18.18±9.71

経験 い い 9 117.00±23.88 137.78±16.72 20.78±10.51

10

82 104.61±15.71 127.04±15.66 22.43±13.90

く 7 106.29±21.81 127.57±20.38 21.29±14.60

経験 い い 18 109.17±21.16 130.17±17.72 21.00±10.85

11 赤 状態 観察 方法 い  n=107

59 107.32±14.61 129.36±14.66 22.03±13.71

く 15   94.80±16.47 113.00±14.20 18.20±10.33

経験 い い 33 107.06±19.82 131.09±16.56 24.03±13.93

一元配置 散 析 意差 あ 場合 多重比較 Tukey法 行

n.s.

n.s.

n.s.

n.s.

n.s.

注1) ：コン ォ ト 尺度得点 差 t検定 一元配置 散 析 検定

赤 抱 こ 方 あ 方 い  n=107

21.46±14.15

 n.s.

94 105.89±17.53 128.34±16.60 22.45±13.20
n.s.

*
101.47±13.25 124.87±16.01 23.04±12.86

121.17±12.13 18.83±15.23く 12

105

く 2

102.33±13.62

107.00±15.52 111.00±8.00   4.00±21.00

経験 い い 61

表9. 産後の母親のコン ォ ト尺度 得点 母親 け 産後ケアの関連＜ケアの捉え方＞ 1

* p＜0.05

n.s.
105.65±16.95 127.67±16.35 22.02±13.28

  97.00±26.87 124.00±2.83 27.00±24.04

コン ォ ト尺度得点

n.s.

n.s.

107.18±18.25 128.64±16.55

p 値注1)

M±SD

45

く 3

23.20±12.4145 103.18±15.34 126.38±15.95
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母親 受け 産後 ア 人数 ア前 ア後
差

ア後- ア前

12 こ 赤 成長 関 助言  n=107

87 106.91±17.40 128.74±16.88 21.83±13.95

く 11 100.27±10.27 117.36±6.33 17.09±9.06

経験 い い 9   98.11±18.35 129.11±14.40 31.00±7.18

13 育児用品 使い方 関 助言  n=107

69 103.78±16.39 127.62±15.62 23.84±14.67

く 11 104.36±19.06 120.91±16.54 16.55±6.17

経験 い い 27 110.30±17.57 130.26±17.35 19.96±11.22

14

40 106.98±17.09 131.75±15.34 24.78±13.51

く 9   93.11±7.29 120.56±16.20 27.44±14.76

経験 い い 58 106.38±17.48 125.83±16.21 19.45±12.66

15 子 夫へ 関わ 方 い 助言  n=106

く 11   97.09±11.23 118.27±12.23 21.18±9.84

16 あ 思い 助産師 尊重 く こ  n=107

88 105.49±17.19 128.66±16.42 23.17±13.91

く 7   93.29±11.01 113.86±13.22 20.57±6.40

経験 い い 12 112.58±15.59 127.83±13.14 15.25±10.40

17

80 107.00±16.40 130.40±15.68 23.40±13.17

く 19 101.42±13.97 118.16±15.39 16.74±12.60

経験 い い 8 100.00±27.41 122.00±14.97 22.00±15.62

18 カウンセ カウンセ ン  n=107

18   99.39±20.12 126.83±20.83 27.44±15.93

く 5 100.80±11.78 116.80±8.76 16.00±10.84

経験 い い 84 107.07±16.40 128.40±15.33 21.33±12.72

19

経験 い い 1 105 113 8

20

32 109.88±16.03 134.06±16.92 24.19±15.64

く 15 102.80±18.56 124.73±19.19 21.93±10.71

経験 い い 60 103.82±17.01 124.87±14.20 21.05±12.73

21

31 108.39±16.40 132.23±16.35 23.84±15.29

く 12 105.92±17.42 132.25±14.02 26.33±11.04

経験 い い 64 104.00±17.34 124.48±15.99 20.48±12.68

22 不安定 自 支え く 機関等 紹  n=107

22 106.36±14.64 129.45±15.83 23.09±15.97

く 6   96.50±10.90 125.50±17.99 29.00±13.30

経験 い い 79 105.92±17.95 127.24±16.35 21.32±12.59

一元配置 散 析 意差 あ 場合 多重比較 Tuke 法 行

n.s.

コン ォ ト尺度得点

p 値注1)

M±SD

表9. 産後の母親のコン ォ ト尺度 得点 母親 け 産後ケアの関連＜ケアの捉え方＞ 2

19.11±12.84

102.49±18.69 26.56±14.16129.05±18.13

22.11±13.42

128.71±15.06

後 育児 自 暮 いく地域 育児支援 関 情報提供  n=107

あ 方 助産師 尊重 く こ  n=107

注1) ：コン ォ ト 尺度得点 差 t検定 一元配置 散 析 検定

こ 施設以外 育児支援 提供 い 施設 サ 関 情報提供  n=107

128.77±17.41 23.23±13.44

n.s.

*

n.s.

n.s.
105.48±17.43

105.54±15.28

127.59±16.14

自宅 帰 家事 調整 い 助言  n=107

こ 施設 利用 母さ 交流 い  n=107

93

く 13

39

経験 い い 56 109.61±15.78

* p＜0.05

n.s.

n.s.

n.s.

n.s.

n.s.

n.s.
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母親 受け 産後 ア 人数 ア前 ア後
差

ア後- ア前

1 便秘 予防 方法 い n=107

あ 16  105.38±14.99 129.31±17.99 23.94±14.35

91 105.51±17.44 127.30±15.96 21.79±13.25

2 産後 適 食生活 指導 n=107

あ 24   102.33±15.67 126.83±19.15 24.50±11.31

83 106.40±17.39 127.82±15.37 21.42±13.90

3 手足 全身 ッサ n=107

あ 46 103.24±15.17 106.22±15.81 22.98±12.37

4 足浴 n=107

59 108.47±19.16 130.53±15.95 22.05±12.96

5 助産師 赤 預 く こ  n=107

0

6 休憩 睡眠 い う 配慮  n=107

1 105 135 30

7 乳 ッサ  n=107

あ 52 104.33±14.85 126.02±15.32 21.69±12.89

55 106.58±18.94 129.09±17.00 22.51±13.92

8 乳 セ ッサ 方法 い  n=107

あ 40 104.18±13.01 128.55±17.24 21.83±12.95

67 106.27±19.08 128.55±17.24 22.28±13.71

9 母乳 量 時間 調節 い  n=107

あ 98 104.43±16.02 126.66±15.92 22.23±13.64

9 117.00±23.88 137.78±16.72 20.78±10.51

10

あ 89 104.74±16.11 127.08±15.94 22.34±13.87

18 109.17±21.16 130.17±17.72 21.00±10.85

11 赤 状態 観察 方法 い  n=107

あ 74  104.78±15.73 126.04±15.91 21.26±13.12

33 107.06±19.82 131.09±16.56 24.03±13.93

表10. 産後の母親のコン ォ ト尺度 得点 母親 け 産後ケアの関連＜ケア経験の 無＞ 1

コン ォ ト尺度得点

p 値注1)

M±SD

n.s.

n.s.

あ 48 101.81±13.28 124.00±15.94   22.19±14.01

61 107.18±18.25 128.64±16.55 21.46±14.15

あ 107   105.49±17.03 127.60±16.20 22.11±13.37

22.04±13.41

赤 抱 こ 方 あ 方 い  n=107

あ 106 105.49±17.11 127.53±16.27

注1) ：コン ォ ト 尺度得点 差 t検定 検定 * p＜0.05

n.s.

n.s.

n.s.

n.s.

n.s.

n.s.

n.s.

n.s.

n.s.
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母親 受け 産後 ア 人数 ア前 ア後
差

ア後- ア前

12 こ 赤 成長 関 助言  n=107

13 育児用品 使い方 関 助言  n=107

あ 80 103.86±16.65 126.70±15.81 22.84±14.01

27 110.30±17.57 130.26±17.35 19.96±11.22

14

15 子 夫へ 関わ 方 い 助言  n=106

16 あ 思い 助産師 尊重 く こ  n=107

あ 95 104.59±17.07 127.83±13.14 22.98±13.50

12 112.58±15.59 127.83±13.14 15.25±10.40

17

あ 99 105.93±16.05 128.05±16.29 22.12±13.27

8 100.00±27.41 122.00±14.97 22.00±15.62

18 カウンセ カウンセ ン  n=107

あ 23 99.70±18.40 124.65±19.16 24.96±15.51

84 107.07±16.40 128.40±15.33 21.33±12.72

19

1 105 113 8

20

あ 47 107.62±17.01 131.09±18.01 23.47±14.17

60 103.82±17.01 124.87±14.20 21.05±12.73

21

あ 43 107.70±16.52 132.23±15.57 24.53±14.15

64 104.00±17.34 124.48±15.99 20.48±12.68

22 不安定 自 支え く 機関等 紹  n=107

あ 28   104.25±14.34 128.61±16.05 24.36±15.40

79 105.92±17.95 127.24±16.35 21.32±12.59

注1) ：コン ォ ト 尺度得点 差 t検定 検定

あ 98 106.16±16.84 127.46±16.42 21.30±13.53

9   98.11±18.35 129.11±14.40 31.00±7.18

p 値注1)

M±SD

表10. 産後の母親のコン ォ ト尺度 得点 母親 け 産後ケアの関連＜ケア経験の 無＞ 2

コン ォ ト尺度得点

あ 方 助産師 尊重 く こ  n=107

こ 施設 利用 母さ 交流 い  n=107

自宅 帰 家事 調整 い 助言  n=107

あ 50 101.30±17.36 126.68±17048 25.38±13.42

56 109.61±15.78 128.71±15.06 19.11±12.84

あ 106 105.49±17.13 127.74±16.22 22.25±13.36

こ 施設以外 育児支援 提供 い 施設 サ 関 情報提供  n=107

後 育児 自 暮 いく地域 育児支援 関 情報提供  n=107

n.s.

n.s.

* p＜0.05

*

*

あ 49   104.43±16.60 129.69±16.11 25.27±13.63

106.38±17.4858 125.83±16.21 19.45±12.66
*

n.s.

n.s.

n.s.

n.s.

n.s.

n.s.
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標準偏回帰係数 β p 値

0泊 -0.039 n.s.

1泊

2泊以 5泊未満 0.294 0.01

5泊以 0.038 n.s.

1= 職者 0=専業主婦 -0.212 0.015

-0.052 n.s.

く -0.214 0.016

経験し い い

0.236 0.008

く 0.370 n.s.

経験し い い

Ajusted R
2 0.23

reference category

表11.重回帰分析 産後の母親のコン ォ ト 影響す 関連要因

施設の利用日数

職業

産後ケア：4.足浴

reference category

reference category

産後ケア：15. の子や夫 の関わ 方 い の助言
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ケア前 ケア後 差 ケア後-ケア前

21.22±6.73 28.42±7.41 7.20±6.30

サイコ ット的 42.39±8.62 52.38±7.80 9.99±6.09

23.39±4.55 25.22±4.08 1.83±2.85

環境的 18.48±3.74 21.57±2.75 3.09±3.60

意差 あ 場合 多重比較 Tuke 法 行

***

***

***

注1) ：コン ォ ト 尺度得点 差 一元配置 散 析 検定

社会文化的

 *** p ＜0.001

身体的 ***

表12. 産後の母親のコン ォ ト尺度 の4 のコンテク ト け 得点の変化

得点

p 値注1)コンテク ト

M±SD

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



83 

 

ケア前 ケア後 差 ケア後-ケア前

1泊 24.92±5.34 31.85±6.09 6.92±7.54 *

5泊以 19.74±4.72 26.16±5.51 6.42±5.45

42.83±8.94 52.86±7.87 10.03±6.33

く 39.09±7.82 48.82±7.52 9.73±5.31

経験 い い 41.50±14.17 50.88±8.68 9.38±8.02

く 22.36±3.04 24.73±2.87 2.36±2.20

23.83±4.18 25.86±3.26 2.04±2.78

施設 利用日数

5泊以 18.21±3.72 20.68±3.42 2.47±3.81

一元配置 散 析 意差 あ 場合 多重比較 Tuke 法 行 * p＜0.05     ** ＜0.01

**

21.85±5.45

専業主婦

母親 け 産後ケア

母親 け 産後ケア

専業主婦

職業 職者 9.06±5.33

  0泊 22.10±7.80 27.10±9.00 5.00±5.17

2泊以 5泊未満 29.32±6.92 9.16±6.57

施設 利用日数

42.74±8.02

48.32±8.48

53.50±7.29

7.00±6.19

10.76±5.70

0.37±2.87

表13. のコンテク ト け 尺度得点 基本的属性 母親 け 産後ケア の関連

17.09±3.79 21.77±2.61 4.68±3.75
*

**

*

   0泊

1泊

2泊以 5泊未満

20.10±3.05 22.03±2.23 1.94±2.61

19.69±3.50 21.08±3.25 1.38±2.82

20.25±7.05

23.26±5.74

経験 い い 39.33±8.97 52.67±8.40

身
体
的
コ
ン
テ

ト

22.33±6.81

4.足浴

く

経験 い い

18.73±3.92 22.16±2.68 3.42±3.49

18.68±1.53 15.67±2.31 -3.00±3.00

18.27±3.70

社
会
文
化
的
コ
ン
テ

ト

基本的属性

環
境
的
コ
ン
テ

ト

く 41.45±5.01 48.36±5.95 6.91±4.51

40.85±9.31 53.36±8.52 12.51±6.20

21.42±2.48 3.15±3.45

3.25±2.49

24.59±5.30 2.74±3.08

サ
イ
コ

ッ
ト
的
コ
ン
テ

ト

く

経験 い い

22.89±4.56

経験 い い

42.77±8.50 51.83±7.73

母親 け 産後ケア

23.50±5.32

得点

p 値注1)

M±SD

基本的属性

*

8.92±7.02
*

41.50±8.98 53.25±7.96 11.75±7.15

20.16±6.69

職業 職者 6.37±5.79

19.19±6.19 28.11±8.99

13.33±3.00

28.70±6.50

**

基本的属性

経験 い い 44.34±7.85 52.52±7.27 8.18±5.59

24.66±3.77 25.86±3.46 1.20±2.56

17.あ 方 助産師 尊重 く こ

15. 子 夫へ 関わ 方 い 助言

17.あ 方 助産師 尊重 く こ

15. 子 夫へ 関わ 方 い 助言

12.こ 赤 成長 関 助言

注1) ：コン ォ ト 尺度得点 差 t検定 一元配置 散 析 検定

*

*

*

く 41.32±8.66
*
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社会文化的

サイコ ット的 0.321 ** ―

環境的 0.125 0.348 ** ―

社会文化的 -0.067 0.095 0.085 ―

身体的
サイコ

ット的
環境的

       ** p ＜0.01

表14.コンテク ト間の相関
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得点

人数 ％ ケア前

M±SD

初産 78 (72.9) 105.82±17.00

経産 29 (27.1) 104.59±17.39

正常 娩 48 (45.3) 105.83±15.27

無痛 娩 24 (22.6) 104.83±19.88

吸引 娩  9 (  8.5) 100.78±14.07

帝王 開 25 (23.6) 107.40±19.12

あ 36 (34.0) 108.17±18.39

70 (66.0) 104.20±16.37

母乳 35 (33.0) 103.57±20.37

混合 65 (61.3) 107.45±15.05

6 (  5.7) 96.50±15.79

あ 25 (23.6) 102.68±16.62

多少あ 12 (11.3) 112.83±19.97

69 (65.1) 105.17±16.66

職者 70 (66.0) 107.06±16.76

専業主婦 36 (34.0) 102.33±17.60

夫方 居   3 (  2.9) 111.33±25.17

妻方 居   5 (  4.8) 99.20±17.21

夫方隣居 4 (  3.8) 118.50±23.57

妻方隣居 4 (  3.8) 108.00±11.17

夫方近居 22 (21.2) 106.27±14.67

妻方近居 10 (  9.6) 97.70±19.53

核家族 56 (53.9) 105.25±17.12

注2) ：無回答 除い 数 そ 属性 総数

一元配置 散 析 意差 あ 場合 多重比較 Tuke 法 行

n.s.

n.s.

n.s.

100.32±17.58

* p ＜0.05

115.76±18.46

*

n.s.

106.36±19.12

現在の住 い方 注2)

n.s.

注1) ：コン ォ ト 尺度得点 差 t検定 一元配置 散 析 検定

2

3

*

n.s.2泊以 5泊未満 44 (41.1) 102.00±15.54

5泊以 19 (17.8) 102.53±13.39

1泊 13 (12.1)

22 (20.6)

職業 注2)

出産歴

出産様式 注2)

不妊治療 注2)

116.00±17.03

施設の利用時期 産後

施設の利用日数

0泊 31 (29.0) 107.84±19.46

0

1

42 (39.2)

22 (20.6)

21 (19.6)

102.60±12.68

表15.ケア前の 産後の母親のコン ォ ト尺度 得点 基本的属性の関連

母親の属性 p 値注1)

現在の授乳方法 
注2)

出産前の育児経験 注2)

n.s.

n.s.
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施設長様                                                           資料1 

 

 

武蔵 大学大学院 護学研究科博士 期課程 

代 

 

 

 

 

研究協力 い 願い 

 

 

 

代 武蔵 大学大学院博士 期課程 籍 母親 ン

着目 産 検討 い 研究 行  

研究 あ 研究 趣 理解い 以 研究 協力 賜 う

願い申 内容 い 明 い 遠慮 問い わ

い  

研究 武蔵 大学 護学部研究倫理委員会 得 行う  

 

 

1. 研究題目 母親 ン 産 研究  

―産 母親 ン 尺度 開発 析― 

 

2. 目的 

近 少子 家族 行 地域 性 希薄 母親 育児

身近 得 伴う 感 担感 深 い 府 2013 6

少子 機突破 緊急対策 決定 中 産 強 挙

児童虐待予防 視 退院 母子 対 期 必要 支援 行わ

目的 特 最近 療機 産 期退院 入 母

親 家族 増強 考え う 退院 地域 母子保健

活動 充実 期待 い 研究 貴施設 い 母親 ン 着

目 産 い 検討 母子保健活動 い 示唆 得 い 考え

 

 

3. 研究方法 

1)  調査方法 自記式質問 調査法 

2)  調査期間 2015 1 倫理審査委員会 ～2015 8 予定  

3)  調査対象 調査内容 

対象者  
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貴施設 利用 産 母親 研究 対象者 約300  

調査 目 方法 

施設 利用 開始前 調査票 産 母親 ン 尺度

仮 属性 調査票 日 語 PSI 渡 い 調査票

い 開始前 回答 出 い 調査票 い 帰宅

回答 出 い  

調査票 回 方法 施設内 設置 回 箱 出 う回 留置法

調査票 出 持 調査 意 得  

 

4. 析方法 

産 母親 ン 尺度 仮 信頼性 妥当性 検討 日 語 PSI

産 母親 ン 尺度 仮 基準 連妥当性 検討 外的基準

使用 属性間 い 記述統計 行い 属性間 間 連 検定

産 前 産 母親 ン 尺度 仮 均値 差 検定 行い

 

 

5. 倫理的配慮 

質問 利用前 質問 照 う 研究協力者 4

数 記載 い 照 個人 特定 い う

研究協力 途中棄 申 出 対応 う

4 数 齢 情報 い 破棄 途中棄 申 出 あ 研究

協力者 い 破棄い  

質問 出 使用 筒 母親 氏 記載 い 使

用 筒 筆記用 研究者 担 対象者 用 担 あ  

回 質問 保 USB 研究者 武蔵 大学校舎 2410 鍵

ッ 保管 厳 管理い 解析等 い ン ュ ュ

確保 武蔵 大学校舎 2410 ン 使用 質問 成28 3

ュ ッ 廃棄処 保 USB 成29 3 消去

研究結 成29 2 実施 武蔵 大学大学院 護学研究科 聴会 発

表 学術目的 学術雑 等 表 能性 あ 研究結 対象者

個人 含  

 

6. 依頼内容 

任者様 願い い内容 以  

1)  貴施設 い 調査 実施 諾 場 諾書 署 い  

2)  貴施設 利用 母親 対 研究 協力依頼文 あ 研究 協力 願い

配 願いい   
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3)  研究 協力 母親 施設 助産師 研究調査 内容 い 調査

票 渡 う 願い申 調査票 2種類あ 調

査票 回答 出 研究参 意 研究参 研究協力者 自

意志 あ 拒否 何 利益 生 い 倫理的配

慮 い 明 研究 協力 願い 記載 母親 調

査票 出 研究 協力 消 施設 助産師 申 出 場

研究者 連絡 い う 願い申  

4)  研究調査 内容 い 様 内容 A3 施設内 付

頂 い 思い 協力 願いい  

5)  質問 回 施設内 回 箱 設置 い 出

頂 い 思い 協力 願い  

6)  万 調査 協力 利益 生 思わ 場 研究者 指 教員 連

絡 あ い 務局 通 倫理委員長 申 出 能  

 

7. 連絡 研究 明 質問 い 記 連絡 い  

 

研究者連絡  

代 

武蔵 大学大学院 護学研究科博士 期課程  

202-8585   東京都西東京 新 1-1-20 

E-mail g1380001@stu.musashino-u.ac.jp 

電  090-5505-1202 

 

指 教員連絡  

齋藤泰子 

武蔵 大学大学院 地域 宅 護学教授  

202-8585   東京都西東京 新 1-1-20 

E-mail saitohys@musashino-u.ac.jp 

 

8. 研究 倫理 問題 い 問い わ  

武蔵 大学 護学部 研究倫理委員会 務局 

武蔵 大学 療系 務課  

202-8585  東京都西東京 新 1-1-20 

電 042-468-3350 付 間 日 9:00～17:00   
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施設管理 任者様 え                           資料2-1 

 

諾書 

 

 

 

母親 ン 産 研究 ―産 母親 ン

尺度 開発 析― 研究 い 研究計 書 研究協力 い 願

い 文書 記 目 い 研究者 武蔵 大学大学院 護学研究科 

代 十 明 内容 理解 研究 協力 諾い

        

 

 

 

記 

 

□ 1. 研究目的 

□ 2.  研究方法 内容 

□ 3. 研究対象者 貴施設 個人情報 保護 い  

□ 4. 協力 任意 あ 協力 利益 い  

□ 5. い 諾 撤回 利益 い  

    研究協力解除  

1)  研究者 明 申請 虚偽 発覚 場  

2)  研究対象者 利益 被 断 場  

 

□ 6. 研究 武蔵 大学 護学部研究倫理委員会 得 実施  

□ 7. 研究結 表 個人 施設 特定 い う配慮  

□ 8. 研究協力 い 願い 諾書 保  

 

明 目 □ ッ 入  

 

成      日 

 

記 目 い 明  

 

 

施設管理 任者 署                                                    

 

 

研究者 署                                                   
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研究者 え                                資料2-2 

 

諾書 

 

 

 

母親 ン 産 研究 ―産 母親 ン

尺度 開発 析― 研究 い 研究計 書 研究協力 い 願

い 文書 記 目 い 研究者 武蔵 大学大学院 護学研究科 

代 十 明 内容 理解 研究 協力 諾い

        

 

 

 

記 

 

□ 1. 研究目的 

□ 2.  研究方法 内容 

□ 3. 研究対象者 貴施設 個人情報 保護 い  

□ 4. 協力 任意 あ 協力 利益 い  

□ 5. い 諾 撤回 利益 い  

    研究協力解除  

1)  研究者 明 申請 虚偽 発覚 場  

2)  研究対象者 利益 被 断 場  

 

□ 6. 研究 武蔵 大学 護学部研究倫理委員会 得 実施  

□ 7. 研究結 表 個人 施設 特定 い う配慮  

□ 8. 研究協力 い 願い 諾書 保  

 

明 目 □ ッ 入  

 

成      日 

 

記 目 い 明  

 

 

施設管理 任者 署                                                    

 

 

研究者 署                                                   
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施設 利用 皆様                                   資料3-1 

 

母親 ン ォ ト 高 産後ケア 関 研究  

―産後 母親 ン ォ ト尺度 開発 析― 

関 研究へ 協力 願い 

 

代 武蔵 大学大学院博士 期課程 籍 母親 ン 着目

産 検討 い 研究 行 府 2013 6 少子 機突破 緊急対

策 決定 中 産 強 挙 特 最近 療機 産

期退院 入 母子 家族 増強 考え う 退院 地域

母子保健活動 充実 期待 い 回 効 的 産 方 い 検討

母子保健活動 資料 調査 組 以 内容 理解い 調査

実施 協力い 方 施設 助産師 申 出 い 明 遠慮 記 研

究者連絡 問い わ い  

 

依頼内容 い  

 調査票 回答 願い 調査票 全部 2種類 調査票 色 6 あ

回答 要 間 約10 調査票 PSI育児支援 ン 4 あ 回答

要 間 約20  

 調査票 色 始 前 初日 昼食 回答 出 願いい

調査票 PSI育児支援 ン 始 帰宅前 回答 出 願

いい  

 調査票 回答 筒 入 付 施設内 回 箱 入 い

調査票 施設内 回 箱 入 い 調査 意 得 い

 

 

研究協力 対 倫理的配慮  

 調査 協力 調査票 回答 出 皆様 自 意思 調査

協力 い 利益 生 あ  

 調査票 調査票 入 筒 氏 記載 い 必要 あ  

 調査 調査票 調査票 照 行う 4 数 決 い

調査票 4 数 記入い う 照 済 第 番

個人 特定 い う 処理い  

 調査票 得 結 研究以外 使用 あ 調査票 管

理 施錠 能 場 厳 保管 研究終了 復元 能 状態 処理  

 調査票 出 調査 協力 消 能 場 研

究者 連絡い 施設 助産師 連絡 い 連絡 破棄い

 

 研究結 成29 2 実施 武蔵 大学大学院 護学研究科 聴会 発表 予定

学術目的 学術雑 等 表 能性 あ 研究結 匿 性 担保

対象者 個人 含 尚 研究 武蔵 大学 護学部倫理審査委員会

い  

万 調査 協力 利益 生 思わ 場 研究者 指 教員 連絡 あ い

務局 通 倫理委員長 申 出 能  

 

研究者                     指 教員  

代                                         齋藤泰子 

武蔵 大学大学院 護学研究科博士 期課程     武蔵 大学大学院 地域 宅 護学教授 

202-8585   東京都西東京 新 1-1-20        202-8585   東京都西東京 新 1-1-20 

E-mail g1380001@stu.musashino-u.ac.jp         Ｅ-mail mailto:saitohys@musashino-u.ac.jp 

  

武蔵 大学 護学部 研究倫理委員会 務局 武蔵 大学 療系 務課  

202-8585   東京都西東京 新 1-1-20 

電 042-468-3350 付 間 日9:00～17:00   
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施設 助産師 皆様                          資料 3-2 

 

施設を利用 お母様に 教示い き い内容について  

 

貴施設 利用 母 対象 母親 ン 着目

産 検討 い 研究 実施 い 貴施設 利用

母 方 施設 入 母親のコン を高 産後ケ

ア 関 研究 関 研究への 協力のお願い 文書 研究協力 願い

い 施設 助産師 皆様 記 内容 い 教示い う

願い申  

 

 

1. 皆様 配 い い 文書 研究 協力依頼 い

 

 

2.  文書 熟 頂い 研究 協力い 方

ン ョン 終了 施設 助産師 知 い  

 

3.  回 願い 調査 内容 い 通  

 1) 回 調査 調査票 回答 願い  

 

 2) 調査票 全部 2 種類あ 調査票 色 6 あ 回答

要 間 約 10 調査票 PSI 育児支援 ン 4

あ 回答 要 間 約 20  

 

 3) 調査票 色 始 前 初日 日 昼食 回

答 出 願い 調査票 PSI 育児支援 ン

帰 間 回答い 帰宅前 出 願い

 

 

 4) 調査票 回答 筒 入 付 施設内

玄 回 箱 出頂 う 願い  

 

 5) 配 い い 文書 研究 内容 い 明 い

助産師 い  

 

以   
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施設 助産師 皆様                          資料 3-3 

 

 

研究に関す 補足説明の資料  

 

貴施設 利用 母 対象 母親 ン 着目

産 検討 い 研究 実施 い 貴施設 利用

母 方 施設 入 母親のコン を高 産後ケ

ア 関 研究 関 研究への 協力のお願い 文書 研究協力 願い

い 際 文書 研究 内容 い 明 必要 母

い 場 記 内容 参考 明い う 願い申

 

何 明 い 遠慮 研究者 代 連

絡 い  

 

 

説明い く内容について  

調査票について  

1. 調査票 全部 2 種類  

調査票 色 調査票 PSI 育児支援 ン あ  

 

 1) 調査票 色 6 あ 回答 要 間 約 10  

調査票 色 始 前 初日 昼食 回答 出

い う 願いい  

 

2) 調査票 PSI 育児支援 ン 4 あ 回答 要 間

約 20 調査票 PSI 育児支援 ン 帰宅前 回答

出 い う 願いい  

 

3) 研究 調査票 調査票 照 行う 母様方 4

数 決 い 調査票 4 数

記入い う  

 

 

2. 調査票 施設内 回 箱 出 い 調査票 施設

内 回 箱 入 い 調査 意 得 い
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倫理的配慮について  

1. 調査 協力 調査票 回答 出 研究 協力

母様 自 意思 調査 協力 い

利益 生 あ  

 

2. 調査票 調査票 入 筒 氏 記載 い

必要 あ 調査票 得 結 研究以外 使

用 あ  

 

3. 調査票 調査票 照 行う 4 数 記入い う

照 済 第 番 個人 特定 い う 処理い

 

 

4. 調査票 出 調査 協力 消

能 場 研究者 施設 助産師 連絡 い 連絡

破棄い  

 

5. 万 調査 協力 利益 生 思わ 場 研究者 指

教員 連絡 あ い 務局 通 倫理委員長 申 出 能

連絡 母 方 配 母親のコン を高

産後ケア 関 研究 関 研究への 協力のお願い 文書 記載

 

 

6. 調査票 管理 施錠 能 場 厳 保管 研究終了 復元

能 状態 処理 研究結 学術目的 学術雑 等 表 能

性 あ 協力い い 方 個人 含 尚 研究

武蔵 大学 護学部倫理審査委員会 い  

 

 

の文書に関する連絡先  

研究者                       

代                                             

武蔵 大学大学院  護学研究科博士 期課程       

202-8585   東京都西東京 新 1-1-20         

E-mail g1380001@stu.musashino-u.ac. jp   

Tel 090-5505-1202   
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A

1 私 身体 ッ い 6 5 4 3 2 1

2 6 5 4 3 2 1

3 私 プ イ 十 い 6 5 4 3 2 1

4 私 必要 時 頼 人 い 6 5 4 3 2 1

5 6 5 4 3 2 1

6 睡眠不足 あ 6 5 4 3 2 1

7 6 5 4 3 2 1

8 6 5 4 3 2 1

9 6 5 4 3 2 1

10 6 5 4 3 2 1

11 6 5 4 3 2 1

12 6 5 4 3 2 1

13 6 5 4 3 2 1

14 6 5 4 3 2 1

15 6 5 4 3 2 1

次 進 く い

自 自信

居心地 い環境 あ

愛 い 元気

音 休 い

私 子 役 立 い 思
う

母親 う 育児 い 知
い

母親 あ 私 人生 価値あ 思
う

身体 痛 あ  

資料5

思う

く非常 う

う思わ い

施設 利用 前 あ 場 感 い 最 近い 思う番号 ○
い アン 全部 帯枚あ

調査票 Ⅰ

困 助 く 人 い

身体的 疲労 あ 育児 大変
感

私 辛 誰 く い
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16 6 5 4 3 2 1

17 6 5 4 3 2 1

18 6 5 4 3 2 1

19 6 5 4 3 2 1

20 6 5 4 3 2 1

21 6 5 4 3 2 1

22 育児 不 あ 6 5 4 3 2 1

23 6 5 4 3 2 1

24 6 5 4 3 2 1

25 6 5 4 3 2 1

26 6 5 4 3 2 1

27 部屋 室温 う 良い 6 5 4 3 2 1

28 6 5 4 3 2 1

29 6 5 4 3 2 1

30 雰囲気 私 勇気 く 6 5 4 3 2 1

31 6 5 4 3 2 1

32 6 5 4 3 2 1

私 子 様子 う く対応
い

あ 自 見せ 人 い

自 尽くせ い

私 便秘 あ

家族 迷惑 く い

肉体的 疲労 強い

育児 門家 い い

食 作 身体的 苦痛 あ

産後 自 健康 思わ い

次 進 く い

私 周囲 公 扱わ い 思う

私 心配 あ

自 以外 人 関わ 楽 い
感

く非常 う

場 い い 思わ い

思う う思わ い

場 心感 あ
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33 6 5 4 3 2 1

34 6 5 4 3 2 1

35 6 5 4 3 2 1

36 6 5 4 3 2 1

37 6 5 4 3 2 1

38 6 5 4 3 2 1

39 6 5 4 3 2 1

40 6 5 4 3 2 1

41 6 5 4 3 2 1

42 6 5 4 3 2 1

43 6 5 4 3 2 1

44 6 5 4 3 2 1

45 6 5 4 3 2 1

46 6 5 4 3 2 1

47 6 5 4 3 2 1

48 6 5 4 3 2 1

自 育児 方 いい 思え

子 全 場 あ
思う

非常 う く

思う

産後 体力 回復 い い 思う

後 う く い う あ

誰 育児以外 話 い

子 一緒 い 気
落 着 い

自 自 く い 感

人 家族 私 気 く

私 時間 過 せ い

子 わいい 思え い

子 少 離 い 思う

育児 い 情報 ほ い

授乳方法 満足 い

う思わ い

う 育児 い
く い

次 進 く い

育児 体力 十 あ

環境 心 休
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B

問1

歳

問2 夫 親 自 親 住 い方 い あ ○ く い

1 ※ 世 同居 含

2 ※ 世 同居 含

3

4 自 親 住居 徒歩10 未満 あ

5

6

7 1～帯 以外

問3 回 出産 い 答え い

1

2 2回目以

問4 回 妊娠 不妊治療

1 不妊治療
2 不妊治療 い い

問5

1 正常 娩
2 無痛 娩 
3 吸引 娩
4 鉗子 娩
5 帝王 開 娩

問帯 現在 授乳方法 い あ 1 ○ い

1 母乳
2 混合
3

回 娩 い あ 1 ○ い

自 親 住居 徒歩10 以 あ 車 電車 1時間以内 あ

次 進 く い

次 あ 自身 い 聞 い

現在 あ 齢 書 く い

夫 親 同居 い
自 親 同居 い

夫 親 住居 徒歩10 未満 あ

夫 親 住居 徒歩10 以 あ 車 電車 1時間以内 あ
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問帰

1

2

3

問ペ 現在 あ 職業 い あ 1 ○ い

1 会社員
2 公務員 教職 含
3 自営業
4 ア イ
5 門職 弁護士 会計士 医師 看護職 保育士 ワ カ
6

7 業主婦

問9 回 出産 育児休暇 得

1 育児休業 得 得 月： ヵ月
2 育児休業 得 い い

問10 育児 い あ 精神的 最 心 人  

あ 1 ○ い

1 夫
2 夫 親
3 自 親
4

5 近 人
6 人
7

8 心 人 い い

あ 1 ○ い

1 夫
2 夫 親
3 自 親
4

5 近 人
6 人
7

8 サ く 人 い い

経 あ

親以外 親族

回 出産 前 い子 保育 育児 経 あ

経 い

あ 1 ○ い

多少 経 あ

問11 あ 行う育児 具体的 サ く 人  

親以外 親族

次 進 く い  
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あ 1 ○ い

1 夫
2 夫 親
3 自 親
4

5 近 人
6 人
7

8 情報 教え く 人 い い

自 記載：産後 あ う 施設 ア い 感 い
あ 書 く い

調査票 筒 入 後 施設内 設置 回収箱 入 く い
協力あ う い

4 数字：

以 質問 終わ 最後 記入 い う一度 確認く い

調査票Ⅰ 調査票Ⅱ PSル 育児支援アン 照合 同 4 数
字 書い い 4 数字 あ 好 数字 決 記入く

い 数字 協力い い 調査票 照合 使用 個人 特定
言 使用 あ せ

記入い い 数字 控え く カ 添付 使用く
い

問12 育児 い あ 育児 関 情報 教え く 人  

親以外 親族
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施設管理 任者様                                資料6 

                                   

 

 

武蔵 大学大学院 護学研究科博士 期課程 

代 

 

 

 

研究協力 い 願い 

 

 

 

代 武蔵 大学大学院博士 期課程 籍 母親 ン

着目 産 検討 い 研究 行  

研究 あ 研究 趣 理解い 以 研究 協力 賜 う

願い申 内容 い 明 い 遠慮 問い わ

い  

研究 武蔵 大学 護学部研究倫理委員会 得 行う  

 

 

1. 研究題目  母親 ン 産 研究  

―産 母親 ン 尺度 開発 析― 

 

2. 研究目的 

近 少子 家族 行 地域 性 希薄 母親 育児

身近 得 伴う 感 担感 深 い 府 2013 6

少子 機突破 緊急対策 決定 中 産 強 挙

児童虐待予防 視 退院 母子 対 期 必要 支援 行わ

目的 特 最近 療機 産 期退院 入 母親 家族

増強 考え う 退院 地域 母子保健活動 充実

期待 い 研究 貴施設 い 母親 ン 着目 産

い 検討 母子保健活動 い 示唆 得 い 考え  

 

3. 研究方法 

1) 調査方法 自記式質問 調査法 

2) 調査期間 倫理審査 ～2015 11 予定  

3) 調査対象 調査内容 

対象者 

貴施設 利用 産 母親 研究 対象者 約100  

調査 目 方法  
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施設 利用 開始前 調査票 産 母親 ン 尺

度 属性 調査票 産 母親 ン 尺度 属性 母親

渡 い 調査票 い 開始前 あ 当日 昼

食前 回答 昼食終了 出 い 調査票 産 母親 ン

尺度 属性 母親 い 施設 終

了 開 回答い 母親 施設 退 出 い  

調査票 回 方法 施設内 設置 回 箱 出 う回 留置法

調査票 出 持 調査 意 得  

 

4. 析方法 

産 前 産 母親 ン 尺度 得 均値 差 検定 属性

間 間 連 前 経 的 差 い 検定 産 母親

ン 当 出  

 

5. 倫理的配慮 

調査 協力 調査票 回答 出 研究協力者 あ 母親 自 意思

調査 協力 い 利益 生 あ 質問

利用前 質問 照 う 研究協力者 4 数

記載 い 照 個人 特定 い う

研究協力 途中棄 申 出 対応 う 4

数 齢 情報 い 破棄 途中棄 申 出 あ 研究協力者

い 破棄い 破棄 い 調査 終了予定日 あ

成27 11 30日 い  

質問 出 使用 筒 母親 氏 記載 い

使用 筒 筆記用 研究者 担 対象者 用 担 あ  

回 質問 保 USB 研究者 武蔵 大学校舎 2410 鍵

ッ 保管 厳 管理い 解析等 い ン ュ ュ

確保 武蔵 大学校舎 2410 ン 使用 質問 成29 3

ュ ッ 廃棄処 保 USB 成29 3 消去

研究結 成28 2 実施 武蔵 大学大学院 護学研究科 聴会 発表

学術目的 学術雑 等 表 能性 あ 研究結 対象者 個

人 含  

 

6. 依頼内容 

任者様 願い い内容 以  

1)  貴施設 い 調査 実施 諾 場 諾書 署 い

諾 い 撤回 利益 あ 研究協力 解除

 

 (1) 研究者 明 申請 虚偽 発覚 場  

 (2) 研究対象者 利益 被 断 場   
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2)  貴施設 利用 母親 対 付 際 研究 協力依頼文 あ 研究

協力 願い 資料9-1 配 願いい  

3)  調査票 2種類あ 調査票 回答 出 研究参 意

研究参 研究協力者 自 意志 あ 拒否 何

利益 生 い 倫理的配慮 い 明 研究 協力 願い

資料9-1 記載 研究 協力 い 資料10-1

様 内容 A3 資料10-2 施設内 付 頂 い 思い

協力 願いい 研究者 母親 研究協力

質問等 あ 場 施設 助産師 方 研究 補足 明 資

料 資料9-3 内容 参照 明い う 願いい  

4)  終了 施設 退 回答 い 調査票 均回答 間

約5 間 終了 際 母親 伝え い 回答

間 確保 協力 願いい  

5)  質問 回 施設内 回 箱 設置 い 出

頂 い 思い 協力 願い 出 調査票 日々

回 研究者 行い 研究者 場 回 箱 管理

い う 願いい  

6)  万 調査 協力 利益 生 思わ 場 研究者 指 教員 連

絡 あ い 務局 通 倫理委員長 申 出 能  

 

7. 連絡 研究 明 質問 い 記 連絡 い  

 

研究者連絡                       

代 

武蔵 大学大学院 護学研究科博士 期課程       

202-8585   東京都西東京 新 1-1-20 

E-mail g1380001@stu.musashino-u.ac.jp      

電  090-5505-1202 

 

指 教員連絡  

齋藤泰子 

武蔵 大学大学院 地域 宅 護学教授  

202-8585   東京都西東京 新 1-1-20 

E-mail saitohys@musashino-u.ac.jp 

 

8. 研究 倫理 問題 い 問い わ  

武蔵 大学 護学部 研究倫理委員会 務局 

武蔵 大学 武蔵 学部 務  

202-8585  東京都西東京 新 1-1-20 

電 042-468-3350 付 間 日9:00～17:00   

 

 



106 

 

施設 利用 皆様                                資料7-1 

 

母親のコンフォートを高める産後ケアに関する研究  

―産後の母親のコンフォート尺度の開発による分析― 

に関する研究へのご協力のお願い 

 

代 武蔵 大学大学院博士 期課程 籍 母親 ン 着目

産 検討 い 研究 行 府 2013 6 少子 機突破 緊急対

策 決定 中 産 強 挙 特 最近 療機 産

期退院 入 母子 家族 増強 考え う 退院 地域

母子保健活動 充実 期待 い 回 効 的 産 方 い 検討

母子保健活動 資料 調査 組 以 内容 理解い 調査

実施 協力い 方 研究者 代 申 出 い 明 遠慮

記 研究者連絡 問い わ い  

 

依頼内容 い  

 調査票 回答 願い 調査票 全部 2種類 調査票 色 5 あ

回答 要 間 約4 調査票 黄色 4 回答 要 間 約5  

 調査票 色 始 前 当日 昼食前 回答い 当日 昼食

出 願いい 調査票 黄色 終わ 帰宅

開 い 回答 出 願いい  

 調査票 回答 筒 入 付 施設内 回 箱 入 い

調査票 施設内 回 箱 入 い 調査 意 得 い

 

 

研究協力 対 倫理的配慮  

 調査 協力 調査票 回答 出 皆様 自 意思 調査

協力 い 利益 生 あ  

 調査票 調査票 入 筒 氏 記載 い 必要 あ  

 調査 調査票 調査票 照 行う 4 数 決 い

調査票 4 数 記入い う 照 済 第 番

個人 特定 い う 処理い  

 調査票 得 結 研究以外 使用 あ 調査票 管

理 施錠 能 場 厳 保管 成29 3 復元 能 状態 処理  

 調査票 出 調査 協力 消 能 場

成27 11 30日 研究者 連絡い 施設 助産師 申 出 い 連絡

破棄い  

 研究結 成28 2 実施 武蔵 大学大学院 護学研究科 聴会 発表 予定

学術目的 学術雑 等 表 能性 あ  

尚 研究 武蔵 大学 護学部倫理審査委員会 い  

万 調査 協力 利益 生 思わ 場 研究者 指 教員 連絡 あ い

務局 通 倫理委員長 申 出 能  

 

研究者                     指 教員  

代                                          齋藤泰子 

武蔵 大学大学院 護学研究科博士 期課程     武蔵 大学大学院 地域 宅 護学教授 

202-8585   東京都西東京 新 1-1-20        202-8585   東京都西東京 新 1-1-20 

E-mail g1380001@stu.musashino-u.ac.jp         E-mail saitohys@musashino-u.ac.jp 

 

武蔵 大学 護学部 研究倫理委員会 務局 武蔵 大学 武蔵 学部 務  

202-8585   東京都西東京 新 1-1-20  

電 042-468-3350 付 間 日9:00～17:00  
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                         資料 7-2 

 

施設を利用 お母 ま方への説明内容について  

 

 

 

1. 付 際 皆様 配 い い 文書 明

研究 協力 依頼 い  

 

2.  文書 熟 頂い 研究 協力い 方

ン ョン 終了 研究者 代 知

い  

 

3.  回 願い 調査 内容 い 通  

 1) 回 調査 調査票 回答 願い  

 

 2) 調査票 全部 2 種類あ 調査票 色 5 あ 回答

要 間 約 4 調査票 黄色 4 あ 回答 要

間 約 5  

 

 3) 調査票 色 始 前 初日 日 昼食前

回答い 昼食 出 願い 調査票 黄

色 終了 開 い 回答

い 調査票 出 帰宅前 願い  

 

 4) 調査票 回答 筒 入 付 施設内

玄 回 箱 出頂 う 願い  

 

 5) 配 い い 文書 研究 内容 い 明 い

施設 助産師 研究者 い  

 

 

以   
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施設 助産師 皆様                          資料 7-3 

 

 

研究に関す 補足説明の資料  

 

貴施設 利用 母 対象 母親 ン 着目

産 検討 い 研究 実施 い 貴施設 利用

母 方 施設 入 母親のコン を高 産後ケ

ア 関 研究 関 研究への 協力のお願い 文書 研究協力 願い

い 際 文書 研究 内容 い 明 必要 母

い 場 記 内容 参考 明い う 願い申

 

何 明 い 遠慮 研究者 代 連

絡 い  

 

 

説明い く内容について  

調査票について  

1. 調査票 全部 2 種類  

調査票 色 調査票 PSI 育児支援 ン あ  

 

 1) 調査票 色 5 あ 回答 要 間 約 4  

調査票 色 始 前 初日 昼食 回答 出

い う 願いい  

 

2) 調査票 黄色 4 あ 回答 要 間 約 5 調査票

黄色 終わ 帰宅 開 い

回答 出 願いい  

 

3) 研究 調査票 調査票 照 行う 母様方 4

数 決 い 調査票 4 数

記入い う  

 

 

2. 調査票 施設内 回 箱 出 い 調査票 施設内

回 箱 入 い 調査 意 得 い   
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倫理的配慮について  

1. 調査 協力 調査票 回答 出 研究 協力

母様 自 意思 調査 協力 い

利益 生 あ  

 

2. 調査票 調査票 入 筒 氏 記載 い

必要 あ 調査票 得 結 研究以外 使

用 あ  

 

3. 調査票 調査票 照 行う 4 数 記入い う

照 済 第 番 個人 特定 い う 処理い

 

 

4. 調査票 出 調査 協力 消

能 場 研究者 施設 助産師 連絡 い 連絡

破棄い  

 

5. 万 調査 協力 利益 生 思わ 場 研究者 指

教員 連絡 あ い 務局 通 倫理委員長 申 出 能

連絡 母 方 配 母親のコン を高

産後ケア 関 研究 関 研究への 協力のお願い 文書 記載

 

 

6. 調査票 管理 施錠 能 場 厳 保管 研究終了 復元

能 状態 処理 研究結 学術目的 学術雑 等 表 能

性 あ 協力い い 方 個人 含 尚 研究

武蔵 大学 護学部倫理審査委員会 い  

 

 

の文書に関する連絡先  

研究者                       

代                                             

武蔵 大学大学院  護学研究科博士 期課程       

202-8585   東京都西東京 新 1-1-20         

E-mail g1380001@stu.musashino-u.ac. jp   

Tel 090-5505-1202   
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A

1 私 身体 ッ い 6 5 4 3 2 1

2 6 5 4 3 2 1

3 私 必要 時 頼 人 い 6 5 4 3 2 1

4 睡眠不足 あ 6 5 4 3 2 1

5 6 5 4 3 2 1

6 6 5 4 3 2 1

7 6 5 4 3 2 1

8 6 5 4 3 2 1

9 6 5 4 3 2 1

10 6 5 4 3 2 1

11 6 5 4 3 2 1

12 6 5 4 3 2 1

13 6 5 4 3 2 1

14 育児 不 あ 6 5 4 3 2 1

15 6 5 4 3 2 1

調査票 Ⅰ

次 進 く い

私 子 役 立 い 思
う

自 自信

母親 あ 私 人生 価値あ 思
う

身体 痛 あ  

私 心配 あ

居心地 い環境 あ

資料9-1

思う

く非常 う

う思わ い

施設 利用 前 あ 場 感 い 最 近い 思う番号 ○
い アン 全部 枚あ

困 助 く 人 い

私 子 様子 う く対応
い

身体的 疲労 あ 育児 大変
感

場 心感 あ

産後 自 健康 思わ い
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16 6 5 4 3 2 1

17 6 5 4 3 2 1

18 6 5 4 3 2 1

19 6 5 4 3 2 1

20 6 5 4 3 2 1

21 6 5 4 3 2 1

22 6 5 4 3 2 1

23 6 5 4 3 2 1

24 6 5 4 3 2 1

25 6 5 4 3 2 1

26 6 5 4 3 2 1

27 6 5 4 3 2 1

28 6 5 4 3 2 1

29 6 5 4 3 2 1

子 少 離 い 思う

思う う思わ い

育児 体力 十 あ

環境 心 休

く

う 育児 い
く い

非常 う

子 わいい 思え い

次 進 く い

雰囲気 私 勇気 く

産後 体力 回復 い い 思う

自 育児 方 いい 思え

自 尽くせ い

後 う く い う あ

子 一緒 い 気
落 着 い

自 自 く い 感

肉体的 疲労 強い

食 作 身体的 苦痛 あ
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B

問1

歳

問2 夫 親 自 親 住 い方 い あ ○ く い

1 ※ 世 同居 含

2 ※ 世 同居 含

3

4 自 親 住居 徒歩10 未満 あ

5

6

7 1～帯 以外

問3 回 出産 い 答え い

1

2 2回目以

問4 回 妊娠 不妊治療

1 不妊治療
2 不妊治療 い い

問5

1 正常 娩
2 無痛 娩 
3 吸引 娩
4 鉗子 娩
5 帝王 開 娩

問帯 現在 授乳方法 い あ 1 ○ い

1 母乳
2 混合
3

自 親 同居 い

夫 親 住居 徒歩10 未満 あ

夫 親 住居 徒歩10 以 あ 車 電車 1時間以内 あ
自 親 住居 徒歩10 以 あ 車 電車 1時間以内 あ

次 進 く い

次 あ 自身 い 聞 い

現在 あ 齢 書 く い

夫 親 同居 い

回 娩 い あ 1 ○ い
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問帰

1

2

3

問ペ 現在 あ 職業 い あ 1 ○ い

1 会社員
2 公務員 教職 含
3 自営業
4 ア イ
5 門職 弁護士 会計士 医師 看護職 保育士 ワ カ
6

7 業主婦

問9 回 出産 育児休暇 得

1 育児休業 得 得 月： ヵ月
2 育児休業 得 い

問10 育児 い あ 精神的 最 心 人  

あ 1 ○ い

1 夫
2 夫 親
3 自 親
4

5 近 人
6 人
7

8 心 人 い い

あ 1 ○ い

1 夫
2 夫 親
3 自 親
4

5 近 人
6 人
7

8 サ く 人 い い

経 い
多少 経 あ

あ 1 ○ い

親以外 親族

回 出産 前 い子 保育 育児 経 あ

問11 あ 行う育児 具体的 サ く 人  

親以外 親族

次 進 く い

経 あ
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あ 1 ○ い

1 夫
2 夫 親
3 自 親
4

5 近 人
6 人
7

8 情報 教え く 人 い い

自 記載：産後 あ う 施設 ア い 感 い
あ 書 く い

調査票 筒 入 後 施設内 設置 回収箱 入 く い
協力あ う い

4 数字：

以 質問 終わ 最後 記入 い う一度 確認く い

調査票Ⅰ 調査票Ⅱ 照合 同 4 数字 書い い
4 数字 あ 好 数字 決 記入く い 数字 協力

い い 調査票 照合 使用 個人 特定 言 使用
あ せ

記入い い 数字 控え く カ 添付 使用く
い

問12 育児 い あ 育児 関 情報 教え く 人  

親以外 親族
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A

1 私 身体 ッ い 6 5 4 3 2 1

2 6 5 4 3 2 1

3 私 必要 時 頼 人 い 6 5 4 3 2 1

4 睡眠不足 あ 6 5 4 3 2 1

5 6 5 4 3 2 1

6 6 5 4 3 2 1

7 6 5 4 3 2 1

8 6 5 4 3 2 1

9 6 5 4 3 2 1

10 6 5 4 3 2 1

11 6 5 4 3 2 1

12 6 5 4 3 2 1

13 6 5 4 3 2 1

14 育児 不 あ 6 5 4 3 2 1

15 6 5 4 3 2 1

調査票 Ⅱ 資料9-2

セン 利用 終わ 宅 前 あ 場 感 い
最 近い 思う 番号 ○ い アン 全部 枚あ

非常 う く

思う う思わ い

私 子 役 立 い 思
う

自 自信

困 助 く 人 い

母親 あ 私 人生 価値あ 思
う

居心地 い環境 あ

場 心感 あ

身体 痛 あ  

身体的 疲労 あ 育児 大変
感

産後 自 健康 思わ い

私 心配 あ

次 進 く い

私 子 様子 う く対応
い
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16 6 5 4 3 2 1

17 6 5 4 3 2 1

18 6 5 4 3 2 1

19 6 5 4 3 2 1

20 6 5 4 3 2 1

21 6 5 4 3 2 1

22 6 5 4 3 2 1

23 6 5 4 3 2 1

24 6 5 4 3 2 1

25 6 5 4 3 2 1

26 6 5 4 3 2 1

27 6 5 4 3 2 1

28 6 5 4 3 2 1

29 6 5 4 3 2 1

う 育児 い
く い

自 自 く い 感

育児 体力 十 あ

次 進 く い

子 わいい 思え い

環境 心 休

子 少 離 い 思う

産後 体力 回復 い い 思う

自 尽くせ い

非常 う く

思う う思わ い

食 作 身体的 苦痛 あ

肉体的 疲労 強い

雰囲気 私 勇気 く

自 育児 方 いい 思え

子 一緒 い 気
落 着 い

後 う く い う あ
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B

産後 アセン ア 施設 環境 い 聞 あ 経 ア
施設 環境 い 感 い 最 近い 思う番号 ○ い

3バ く 0バ経 い い

次 あ 自身 い 聞 い

1バ 2バ い

次 進 く い

ア 環境 経 場合 0バ 経 い い ○ い

2バ い 3バ く 0バ経 い い

1バ 2バ い

自宅 家
調整 い 助言

3バ く 0バ経 い い

1バ 2バ い 3バ く

便秘 予防 方法 い

産後 適 食生活 指

0バ経 い い

1バ 2バ い 3バ く

1バ 2バ い 3バ く

1バ 2バ い 3バ く 0バ経 い い

0バ経 い い

1バ 2バ い 3バ く 0バ経 い い

手足 全身 ッサ

足浴

2バ い 3バ く 0バ経 い い

0バ経 い い

1バ 2バ い 3バ く 0バ経 い い

2バ い 3バ く 0バ経 い い

3バ く 0バ経 い い

1バ

乳 ッサ

休息 睡眠 い う
配慮

助産師 赤 預
く

乳 セ フ ッサ
方法 い

1バ 2バ い

母乳 時間
調節 い

1バ 2バ い 3バ く 0バ経 い い

1バ 2バ い 3バ く 0バ経 い い
赤 抱 方
あ 方 い

赤 状態 観察
方法 い

赤 成長
関 助言

育児用品 使い方 関
助言

1バ

1バ
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齢： 歳

泊 日

産後 ヵ月

調査票 筒 入 後 施設内 設置 回収箱 入 く い
協力あ う い

自 記載：産後 ア 利用 気 点 い 書 く い

あ 方 助産師
尊 く

1バ 2バ い 3バ く 0バ経 い い

3バ く 0バ経 い い

1バ 2バ い 3バ く 0バ経 い い

不 定 自 支え く
機関等 紹

自 暮 い 地域
育児支援 関 情報提供

1バ 2バ い

1バ 2バ い 3バ く 0バ経 い い
カウンセ カウンセ

ン

施設以外 育児支援 提供
い 施設 サ 関
情報提供

1バ 2バ い 3バ く 0バ経 い い
施設 利用

母 交流 い

2バ い 3バ く 0バ経 い い

1バ 2バ い 3バ く 0バ経 い い

あ 思い 助産師
聴い く

2バ い 3バ く 0バ経 い い

子 夫 関わ 方
い 助言

1バ

1バ

4 数字：

回 利用期間：

現在 産後 期間：

施設 利用前 アン 照合 せ い 前回 同 4 数字
齢 記入く い 施設 利用 期間 現在 産後 期間 い 記入く い

4 数字 協力い い アン 照合 使用 個人 特定
言 使用 あ せ

以 質問 終わ 最後 記入 い う一度 確認く い

 




